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〔共同研究〕
『類雑集』翻刻〔九〕
近世唱導文芸研究会
『類雑集』は、近世に編纂された説教資料である。テキストの構成は、本文全十巻と総目録一巻である。
内典・外典等からの抜書きを分類配列した、いわゆる類書である。全体は、六道門・傍生・人間・天上（巻
一）、三乗門・仏身門（巻二）、経法門・僧衣門（巻三）、修行門・供養門・屋舎門（巻四 ）、恩孝門・神祇門
（巻五）、員数門・字義門・時節門（巻六）、国土門・草木門・器財門・医薬門（巻七）、無常門・不浄・苦患・
愚惑門（巻八）、勧学門・摂折門・雑語門（巻九）、含蔵門 （巻十）からなる。今回は、巻第九の勧学門・摂
折門・雑語門を翻刻する。
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凡例一、大正大学図書館蔵、慶安四年版『類雑集』巻第九の翻刻である。
一、翻字にあたっては、読解の便を図るため、基本的に通行字で示した。ただし、一部の文字は出典との異同を明
らかにするため、異体字で示した。
一、脚注ならびに補注において、引用仏典等の典拠名を示した。大正新脩大蔵経（ＳＡＴ大正新脩大蔵経テキストデー
タベー
ス）所載の経典に典拠が求められる場合は、経典の名称、巻数、頁数、行数を記載した。
例　鬼子母経＝『仏説鬼子母経』（大正蔵21）290c17˜
18
大正新脩大蔵経以外の出典についても、可能な限り、典拠および異同を報告した。
一、異同を指摘する際は、本文該当部に * を施し、脚注に出典との校異を示した。
例　*人間→C
世間
一、脚注に収まらない異同・考察・訓点以外の書き入れの指摘は、「→補注」として後部に示した。
一、翻刻の分担は、左のとおりである。
１オ１～11オ９
清水　宥聖
11オ10～18オ６
北林茉莉代
18オ７～19ウ４
鈴木　治子
19ウ５～27オ10
首藤　卓哉
27オ１～31ウ１
永島　裕之
31ウ２～44オ１
平間　尚子
44オ２～50ウ８
北林茉莉代
50ウ９～59ウ
岩波　隆浩
一、「雑語門」は出典未詳の箇所が多いため、通常の調査に加え、左の者が出典調査にあたった。
｢雑語門｣出典調査
由井　恭子
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法苑五十四＝『法苑珠林』巻五十四
（大正蔵
53）6
9
5
a
17
~
2
2
蒙求＝『蒙求』以下、
～
の出典
は補注に示した。「蒙求上」とあるも
題名のみ『蒙求』によるが本文は他
の文献からの引用。
注→y
なし
１丁
ウ
６行
目
欄
外
上
部
に
「此
二
丁
ウ」の書き入れ。
注→y
なし　頭→y
頚　常→y
な
一二三
二
十五
類雑集巻第九
○勧学門
老而可学事
法苑五十四云説苑曰晋
ノ平‑公問
テ二師曠
ニ一曰吾
レ
年七十
ニA
欲
レ学恐
ク
ハ已
ニ暮
レ
ナ
ンヿ
ヲ矣対
テ曰暮
ナ
ハ何
ソ不
ン
ヤレ　秉��
レ燭
ヲ乎
臣聞少A
而学
ハ者如
二日出之陽
一壮
ニA
而学
ハ者如
二日
中之光
一老
テ而学
ハ者如
二秉燭之明
一秉燭之明孰A
与
レ昧行
ン
ヤ平公
ノ曰善‑哉論衡
ニ曰手中
ニ無Aレ銭而之
テ
レ市決
レ貨貨主必不
レ与也夫胸中無
レキ
ハ学亦
タ猶
ヲ二手
中　�無
一レ銭也
」１オ
匡衡鑒壁
*注前漢匡衡字
ハ稚圭東陽
ノ人也好
テ読
ムレ書
ヲ家‑貧
テ
無
シ二油‑燭
一鑒
テ二隣
ノ壁
ヲ一孔　
����映Aレ光
ヲ読
ムレ書
ヲ後
ニ仕
テ至
二丞相
ニ一也
上蒙求孫敬閉戸
*注楚国先賢伝
ニ孫敬字
ハ文宝常
ニ閉
レ戸読
ムレ書睡
ル
ニ
ハ
則以
レ縄繫
レ
����　*頭
ニ懸
ク二之
ヲ梁
ノ上
ニ一嘗
テ*常
ニ入
ルレ市
ニ*人*見
テ皆
ナ曰
フ
閉戸先‑生来
ル
ト也*又云孫敬
ト者漢代
ノ人也後
ニ仕
テ
一二三
為
二大尉
一也
上蒙
 孫康映雪
」１ウ
*注孫氏世録*孫康家貧A
無
レ油常
ニ映Aレ雪
ニ読
ムレ書*少
ヨ
リ
清介
ニA
交遊
ニ不
レ雑　
����後
ニ至
二御史大夫
ニ一上蒙
車胤聚蛍
*注晋
ノ車胤字
ハ武*子博*学多通
也家貧A
不
二常
ニ得
一レ油
ヲ
夏
ノ*夜
ニ
ハ則練囊
ニ盛
テ二数*千蛍火
ヲ一照
スレ書以
テレ夜継
キレ日
ニ*後
ニ
官至
二吏�　部��尚書
ニ一*也
王充閲市
後漢
ノ王充字
ハ仲任家貧A
無
レ書常
ニ於
二洛陽
ノ市肆
一
閲
テ二所
ノレ売書
一一
タ
ヒ見
テ輙
ク能
ク誦憶
ス遂
ニ博
二通
ス衆流百家
之言
ヲ一
」２オ
四五六
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し　人→y
市人　見→y
見之　又
…也→y
辟命不至　
以下、「十五譙周独笑」まで注記は無
いものの題名四字熟語からなり、し
かも『蒙求』と同じであることから
『蒙求』からの抜き書き。以後、原則
として文字の異同のみを記す。
注→y
なし　孫→y
曰　少→y
少
小　注→y
なし　子→y
子南平人恭勤不
倦　学→y
覧　夜→y
月　千→y
十　後官吏→y
終
也→y
なし
『晋書』にもほぼ同文あり。
『後漢書』（岩波書店）列伝四、列伝
第三十九369頁に類似文あり。
四五六
千字文耽
読翫市
ノ注
ニ
モ
ア
リ
董生
����下帷
�
�
前漢
ノ董仲*舒少A
治
ス二春秋
一孝景
ノ時為
二博士
一下Aレ帷
講誦
ス弟子*授
レ業或莫
レ見
二其
ノ面
ヲ一蓋三年不
レ窺
レ園
其精*勤
ス
ルヿ如
レ此武帝
ノ*時挙
二賢良対策
一為
二江都相
ト一
文宝緝柳
����
楚国
ノ先賢伝孫*敬字
ハ文宝*至
テ二洛陽
ニ一在
二リ*大学
ノ*傍
ニ一
得
二一小屋
一安
二止
ス母
一ヲ然A
後
ニ入
レテ学
ニ編‑二*緝A
楊柳
ヲ一為簡��
以
テ写
レ経*睡
ニ
ハ懸
二頸
ヲ
梁上
ニ一
温舒截
������
蒲
前漢路温舒鉅鹿東里人也父為
二里監門
一使
」２ウ
レ牧��
レ羊
ヲ温舒取
リ二沢
ノ中
ノ蒲
一截
テ以
テ為
レ牒 
���編
テ用
テ写
スレ書*太
守見
テ而奇
レ之
ヲ使
レ帰学後仕
テ至
二臨淮 
���守
ニ一也
虞卿担簦
史記
ニ虞卿
ハ游説之士
也躡��
レ屩　 
�����担
レ
����簦　 
�����説
ク二趙
ノ孝成王
ニ一
一見
テ賜
二黄金百 鎰��廿四両
也 白壁一双
ヲ一再
ヒ見
テ*拝A
為
二上卿
ト一
蘇章負笈
前漢
ノ蘇章字
ハ*士成北海*人
也負
レ笈
ヲ追
テレ師
ヲ不
レ遠
二シ
ト
セ千
里
ヲ一也
八九十十一 七
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舒→y
舒広川人　授→y
伝以久次
相授　勤→y
なし　時→y
なし　
２丁
ウ
６行
目
欄
外
上
部
に
「此
初
丁
ウ」の書き入れ。敬字→y
なし　至
→y
到
　
大
→y
太
　
傍
→y
左
右
緝→y
なし　睡懸頸梁上→y
なし　
舒→y
舒字長君　太→以後y
を簡
略化する。
屩→y
蹻
拝為→y
為趙　
士成→y
游卿　人→y
人去官不仕
於王莽旧注曰章　
八九十十一 七
常林帯経
魏志常林字
ハ伯*魏少A
単貧
也性好
ムレ学
ヲ漢
ノ末
ニ為
二諸
」３オ
生
一帯
テレ経
ヲ耕‑鋤
ス其妻餉
レ之雖
レ在
二田野
ニ一相敬A
如実
*也
高鳳漂麦
��������
後漢高鳳字
ハ文通専
シレ精
ヲ誦‑読
ス昼‑夜不
レ息妻嘗
テ
之��
レ田
ニ
余処也曝��
二 A麦　�*庭
ニ一令
二レ鳳護
ラ一レ鶏
リ
ヲ大雨暴　
����至
ル而鳳持
テレ竿
*読
レ経不
レ覚
二潦水漂
一レ麦妻還
テ恠問*大怒鳳方悟
後為
二名儒
一文
董遇三余
魏*志董遇字
ハ季�*真直�有
二ヘリ従
ヒ学
フ者
ノ一遇不A二肯 
���教
ヘ一云*読ヿ
レ書百遍
セ
ハ*而義自見　
����学者苦
ム二渇A
無
一レヿヲ日遇
カ言
ク当
ニレ以
テ二
」３ウ
三余
ヲ一冬
ハ者歳之余夜者日之余陰‑雨者時之
余
譙��周独‑笑
蜀志譙周字
ハ允��南耽
レ
����古
ニ篤
レ
����学
ヲ家‑貧A
未
タ三嘗
テ*営
二
����産
業
ヲ誦
二読典籍
一欣‑然
トA
独
リ笑
フ*忘
二テ寝食
一ヲ*遂研
二
���‑精　�六経　�
一
*也
甯越
����事
十二十三十四十五十六
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魏→y
槐林　也→y
なし　
麦→y
麦於　大雨暴至→y
時天暴
雨　独→y
誦　漂→y
流　大怒鳳
→y
なし　
志
→y
略　真→y
直人　読書→y
必当先読　而→y
言読書百遍而
学
者→y
従学者云　
営→y
問　忘→y
以忘　遂→y
な
し　也→y
なし　
十三十四十五十六 十二
昔聚
二丹鳥
一競
二寸陰
ヲ一於
二十五年之間
一今迎
二*昼熊
一
欲
二分‑手
ヲ於三百盃
ノ之後
一朗詠餞別
ノ詩源順
此
ハ詩
ノ序也於
二奨学院
ニ一餞
二‑余故人赴
一レクニ任　�
ア
リ題山
」４オ
河千里別
ト云
ヘ
リ此句
ハ彼故人
ノ事
ヲ作
レ
ル也上句丹鳥
ト
ハ
蛍　
����名也赤而飛故云
二丹鳥
ト一聚
ト
ハ本文也車胤字
武士家貧A
好
テ読
レ文蛍集
シ事也上
ニ見
タ
リ一寸
ノ影
ヲ
モ
ヲシミ
テ懇
ニ学
ス
ル也十五年
ト
ハ本文也甯��越 
���云人年三
十
ニナルマテ自耕作
ナ
トシテイタミ苦
ミケリ何
テ
カ免
ト二此
ノ
苦
ヲ一云
ケ
レ
ハ人語　�云学
ス
ル事三十年
シ
テ
ソ免
レ
ン君齢闌��
タ
リ学
ス
ルトモ不
トレ得云
ケ
レ
ハ甯
カ云他 
���食
ス
ト
モ吾
ハ不
レ食他
ハ
寝　 
�����吾不
レ寝
云
云以
レ夜継
レト
ハ日積
テ二十五年
ヲ一以
テ当
ル二卅年
ニ一
云
テ忘
レ二寝食
一昼夜
ニ学
シ
ケ
リ七年
ト云
ニ六国
ノ刺史
ニナリ後
ハ
周
ノ武
ノ王師
トナンナリ
ニケル春秋外典
ニ見
ヘ
タ
リ此故
ニ人
ノ
 
」４ウ
依
二学問
ノ功
ニ一今受領
ニナリタル事
ヲ云ヘル也昼熊
ハ昼
ニ書
ル
クマ也熊軾
ト云
テ受領
ノ車
ノフミ板
ニ
ハ熊
ノ形
ヲ昼
ニ書
ク熊
ハ非礼
ヲ
ナサヌ獣ナレハ其形
ヲ書也三百盃
ト
ハ本文也鄭玄
ト
云人刺史
ニナリ下
ケ
ル
ニ百人
ノ弟子各酒
ヲ持来
テスヽ
メ
ケレハ人コトニ三盃
ヲノミ
ケ
リサテ三百盃
ニ成ケリ
ト云ヘリ
又阮籍
モ三百盃ノミタリ
トミユ*慥
ニ可
レ勘
レ之分手
ト
ハ別
ヲ
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話題「甯越」のルビは書き入れ。本
文内「甯越」のルビは印刷。朗詠＝
『和漢朗詠集』（新編日本古典文学全
集19）餞別331頁。
昼熊→j
画熊
甯越＝『呂氏春秋』下（新編漢文選）
博志902～904頁に類似文あり。
鄭玄＝『世説新語』（新釈漢文体系76）
文学第四「劉考棕の注」237～238頁。
慥＝原文はt
。意味から慥。
レ人
ニ云也
学優
カ
ナ
レ
ハ登
レ仕����
論語曰学
テ而優
ナ
ル
ト
キ
ハ則仕
フ仕
テ而優
ト
キ
ハ則学而
テ君子
ノ学
問既
ニ高則必
ス登
リレ仕
サ
ニ貴而A
享
二
����爵禄
ヲ一也昔
シ蘇秦游　
」５オ
学十年不Aレ達帰
ルレ家
ニ嫂��見
テ不
レ起妻不
レ下��
レ機　　
������秦歎　�
曰丈夫不
レレ
ハ達
セ妻嫂尚
ヲ軽
レク
ス之乃去
テ投
二鬼谷先生
ニ一
勤学
ス睡
リ‑来
レ
ハ以
テレ錐刺��
レ股 
���不
レル
ニ経
二三年
ヲ一学‑成
テ仕
テレ斉
ニ為��
二
丞相
ト一説
ク二六国
ニ一諸
ノ候同
レ心
ヲ帰
シ―順
フ六国
ノ諸候皆以
テ
レ印
ヲ与
フ二蘇秦
ニ一佩
レ之
ヲ秦帰　�
レ家
ニ兄
ニ嫂皆遠
ク迎
フレ之
ヲ秦謂��
レ嫂
ニ曰
ク昔
ハ見
テレ秦不
レ起今六十里
ニA
迎
フレ我　�何
ン
ソ
ヤ也嫂
カ曰
ク
今
マ聞��
下叔
カ佩A二六国
ノ相
ノ印
ヲ一而帰
上名
ヲ揚��
二天下
ニ一栄顕
中祖
宗
上功是 
���以
テ来迎
フ秦
カ曰我
カ之栄達是
レ嫂
ノ功也
侍巾帷房
婦人奉
レ夫
ニ執
二巾櫛
ノ之礼
ヲ一帷
ハ帳
也房室也鮑宣家
」５ウ
貧A
常
ニ就
テ二少君
ニ一読
レ書
ヲ少君見
テレ有
二ル
ヲ賢徳
一以
レ女　
����嫁A
与
レ宣
ニ宣語
レ妻
ニ曰君居A二富貴
ノ之家
ニ一嬌‑二習
ス華麗
ヲ一今来
ル二
此
ノ貧賤
ニ一何
ソ敢
テ当
レ之妻
ノ曰大人見
テ三君有
二ル
ヲ賢徳
一願
テ
以
レ妾
ヲ配
二君子
ニ一当
ニ下侍
二巾櫛
ヲ一以
テ尽
中ス婦道
ヲ上何
ソ敢
テ辞
セ
ン也
論語学而第一
ニ云子曰学而時習之不亦
十七十八十九
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千字文＝『千字文』（岩波文庫）112頁。
論語＝『論語』（新釈漢文大系）子
張第十九18頁には、「仕而優則學。學
而優則仕」とあり、「学」と「仕」が
入れ替わっているうえ、「君子…」以
下の文章がない。『千字文』（岩波文
庫）「学優登仕」の李注をそのまま引
用したものと考えられる。140〜142頁。
侍巾帷房＝『千字文』（岩波文庫）309
～311頁。
十七十八十九
甯越事千字文
寸陰是競
ノ注
ニ見
タ
リ
悦乎
注
云
云
有朋自遠方来不亦楽乎
注
云
云
孤陋寡聞愚蒙等誚  
��� 
礼記
ニ曰
ク独 
���学而無
レト
キ
ニ
ハ友則孤‑陋
ニA
而A
寡
レ
����聞ヿ此 
���言
ハ孤
ニ
而A
旦��陋����則���聞�ヿレ事
ヲ必
ス寡
シ雖
二愚蒙之人
一皆
ナ来
テ誚
リ責 
���
レ之
ヲ也
」６オ
軻親断機
列女伝
ニ孟軻既
ニ学
テレ儒
ヲ而A
帰
ル母問
フ二学
ノ所
ヲ一レ至
レ
ル孟子
ノ
曰未
レ能
二博 
���習
一フヿ自‑若
ナ
リ也孟母以
レ刀
ヲ断
テ二其機
ヲ一曰子　
����
之廃
レ
���ヿ学
ヲ若
シ三吾
カ断
二ツ
カ斯
ノ機織
ヲ一也孟子懼
レ
テ旦夕勤学
ス
ルヿ
不
レ息師
トA
事
フ二子思
ニ一遂
ニ成
ル二名儒
ト一孟母
ハ是三徒者也
聆音察理
昔　�蔡��邕 
���字
ハ伯階遊学A
帰
ルレ家
ニ隣人便
チ設
レ食
ヲ命
ス二邕
坐
一セ
ヨ
ト坐上
ニ先有
二一人
一弾
スレ琴
ヲ眼
ニ視
二
���其
ノ樹上
ヲ一蝉
ノ鳴
ク下
ト
ニ
有
二一
ノ蟷蜋
一逐
レ
����後
ニ捕
レ
������之
ヲ其
ノ弾
ルレ琴
ヲ者恐
レ二蟷蜋
ノ捕
一レヿ
ヲ蝉
ヲ
心
ニ念
フレ殺
レンヿ
ヲ之其
ノ琴
ニ亦有
二殺
ノ音��
一邕聴
ニ二琴音
ヲ一有
二レ
ハ殺声
一
」６ウ
遂
ニ辞A
去
ン
ヌ主人曰為
ノ二君遠
ク
ヨ
リ帰
一ル
カ故
ニ造
二此食
ヲ一相
ヒ待
ツ何
得
ル二便回
一
���ヿ�
邕曰見
ル三琴
ノ中
ニ有
二ル
ヲ殺
ノ声
一是 
���以
テ去
ル弾
ルレ琴者
ノ
二十二十一
二十二
『類雑集』翻刻〔九〕
— 9 —
論語＝『論語』（新釈漢文大系）学
而第一13頁
礼記＝『礼記』中（新釈漢文大系28）
学記第十八549頁に「独学…寡聞」の
みあるが、『千字文』（岩波文庫）
351
～
352頁からの引用か。
列女伝＝『列女伝』上（新釈漢文選）
巻一母儀伝十一181〜189頁に「鄒孟軻
母」の項あり。『列女伝』の取意か。
聆
音
察
理＝『千字文』（岩波文庫）
267
～
271頁。
二十二十一
二十二
聆
ハ聴也察
ハ審也聴
テ二其
ノ
音声
ヲ一察
二其
ノ理要
ヲ一也
笑
テ曰
ク大
キ
ニ奇
ナ
ヤ聴
テ二指
ヒ
ノ下
ノ之声
一知
ル二人之意
一所謂
ル耹
レ
���音
ヲ
察
レ
�����
理也昔
シ孔子領A二諸
ノ弟子
ヲ一至
二玉
フ楚国
ニ一為
ニ二楚王
ノ一不
レ被
レ納��却　
����回 
���至
ル二曠野
ノ中
ニ一孔子謂
テ二諸
ノ弟子
ニ一曰
ク為
ス二吾
カ
渇
一
����ヿ�与
レメ
ニ吾
カ取
テ二一杯
ノ水
一来飲
レシ
メ
ヨ之弟子
ノ曰四‑面
　
�
�
�不
レ見
レ有
レヿ
ヲ水孔子挙��
レ頭
ヲ見
ル二東北
ノ上
一
����有
レ水語
テ二子路
ニ一曰汝
往
テレ彼　
����与
ニレ吾
カ取
テレ水
ヲ来
シ子路行
テ至
ル二水辺
ニ一見
二一
ノ大虫
ヲ一
子路便挽��‑二得
テ虫
ノ腰
一
���斬
リ二得
タ
リ虫
ノ尾
ヲ蔵��
二 A於懐　 
�����中
ニ一取‑二得
水
ヲ一来
テ与
二孔子
ニ一乃謂
テ二孔子
ニ一曰
ク天下
ニ有
三リ
ヤ人
ノ能
ク独
リ殺‑二 シ
」７オ
得大虫
ヲ一否孔子
ノ曰
ク惣
テ能
ク独
リ殺‑二 シ得
テ大虫
ヲ一然
ニ殺
スレ虫
人
ニ有
二三等
ノ智
一上智之人
ハ先須
クレ殺
二其
ノ頭
一中智之
人
ハ取
二其腰
一下智之人
ハ殺
ス二其
ノ尾
ヲ一子路羞 
���不
三敢
ヘ
テ見
其
ノ虎
ノ尾
ヲ一遂
ニ走
テ向
テ二草中
ニ一取
二一
ノ大石
ヲ一蔵
二クA
於懐
ノ中
ニ一欲
レ打
二タ
ン
ト孔子
ヲ一問
テ二孔子
ニ一曰
ク天下
ニ有
ヤ三人
ノ独
リ殺‑二 シ得人
ヲ一否孔
子
ノ曰
ク惣A
能
ク独殺‑二 シ得
ン
ト人
ヲ一然
ニ殺
レ人亦有
二三等
ノ智
一上
智之人
ハ殺
ニレ人用
レ計中智
ノ之人
ハ用
レ筆下智人
ハ懐
中
ニ着��
二石頭
ヲ一且��恃
二
���其
ノ愚
ノ不
一レヿヲ可
レ及子路羞
レ
���ヿ之甚
タ也
遂棄
レテ
ヽ之
ヲ乃告
テ二孔子
ニ一曰聖智如何
ン孔子曰吾非
レ聖非
レ智善
ク察
二其音
一又能察
二其理
一也
」７ウ
似蘭斯馨
二十三
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二十三
蘭
ハ香草馨
ハ香気
也人能
ク留
二ルヿ其
ノ善名
ヲ一如
二蘭
ノ香気
ノ一家
語
ニ曰与
二善人
一交
ルヿ如
シ入
カ二芝蘭之室
ニ一言
ハ其
ノ香
ハ
シ
キヿ可
レ服
レ媚
ニ也昔
シ晋
ノ献公在
テレ位驕奢A
造
二ク
ル九層之台 
���高
サ八
百尺
一ナ
ル
ヲ役夫万計A
男女廃
レ業
ヲ百姓困苦
ト
モ三年
マ
テ不
レ成��乃出
テレ勅
ヲ曰
ク有
二ラ
ハ人諌
ルレ造
レルヿ
ヲ台
ヲ者
一斬
リ誅
ヌ夷
二
�����
九族
ヲ一無
シ二
人
ノ敢
テ諌
ル一時
ニ有
二姓
ハ苟名
ハ息
一ト
云
モ
ノ問
テ二朝官
ニ一曰公造
ルレ台
ヲ費　
����
用
ルヿ浩大
也何
ソ不
ルレ諌
レ之答曰有
ハ二諌者
一誅
二セ
ン
ト九族
ヲ一也息
カ
曰公好
二
　
����玉�何物
一ヲ
カ朝官
カ曰公
ハ好
二悲‑歌皷‑琴計‑筭之
事
ヲ一也苟息乃上
レ
�����
書求
ムレ見
レヘ
ンヿ
ヲ公乃
チ張
リレ弓布
レ
����箭然A
後
ニ
」８オ
引
キ入
テ公謂
テ二苟息
ニ一曰子 
���欲
ルレ諌
二寡人
カ造
一ルレヿ
ヲ台歟息見
テ二
公欲
一レルヲ射
レン
ト之
ヲ乃
チ曰
ク臣不
シ二敢
テ諌
メ一聞
ク三大王
ノ好
二ヿ
ヲ悲歌皷
計筭之事
ヲ一故
ニ来
テ請
フレ見ヿ
ヲ公曰
ク卿���知
ル二三五幾　
����何
一ナ
リ
ト
カ答
曰大筭之数
ニ
ハ三五
ハ一十五也小筭
ニ
ハ三五
ハ八也
公又問曰昨 
���正月一日
ニ見
三婦人
ノ抱
二ル
ヲ一子
一問
二年
幾‑計
一リト答云或
ハ言
二二日
一或言
二二月
一或言
二二年
一卿
チ
知
ル二幾‑何
一トカ息曰此
ノ孩子是
レ﨟��月
ノ卅日
ニ生
レテ至
二レハ正月
ノ
一日
ニ一是二日亦是
レ二月亦是
レ二年
也公又問昨
フ
有
二一 
　��客
一来
テ説
二キ
ヽ他年已
テ
ニ三百
ノ甲子
一也
ト是幾何
ソ
 息答
テ
曰一年
ニ
ハ六
ノ甲子
ナ
レ
ハ五六三十三百甲子
ハ是五十
」８ウ
『類雑集』翻刻〔九〕
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八丁オ三行目欄外上部に「此十廿九
丁」の書き入れ。
似蘭斯馨＝『千字文』（岩波文庫）
125
～
129頁。
年也公
ノ曰卿
チ多‑智
也試
ニ為
二メ
ニ寡人
一撫
ケレ琴息乃弾
ス二鄭
衛
ノ之昔九典
ヲ一使
レ A
��下悲‑者
ノ
ヲ喜
ヒ喜者
ノ
ヲ復
タ悲
ミ孤児寡婦
ヲA
涕涙沾
上レ
����衣
ヲ公大
ニ感
レス之
ヲ又令Aレ歌而
テ和
レル
ニ之苟息唱
二ナ
フ
鄭衛之曲
ヲ一公益　
��〳
〵増Aレ感
ヲ曰
ク卿
チ更
ニ有
ル二何
ノ能
カ一息曰臣
能
ク累
二
����十二
ノ碁子
ヲ一上
ヘ
ニ更
ニ累
二ル
ト
モ九ケ
ノ鶏子
ヲ一不
レ倒 
���公
ノ曰
寡人未
レ見可
シ二試
ニ為
一レ之苟息遂
ニ索
二
����碁子十二及
ヒ
鶏子九ケ
ヲ一累
レル
ニ之不
レ落公乃退
レテ席而下
リ
テ曰危‑
����哉
息曰此未
レ足
レ危
シ
ト
ス
ル
ニ更
ニ有
下危
キ二於此
一ヨ
リ者
ノ上公
ノ曰
ク更有
ル二何
ノ
危
カ一息曰大王築
二九層之台
ヲ一三年
マ
テ
ニ不
レ成役工百
万男女廃
シレ作
ヲ閏
ノ内空虚
ニA
百姓叛��走
シ隣国欲
ス三来
テ
」９オ
伐
二王
ノ社稷
ヲ一可
レ憂此
ハ是
レ大
ニ危也公
ノ曰卿
チ善
ク諌
二ト
云
テ寡
人
カ之過
ヲ一遂
ニ罷
二
���九層
ノ之台
ヲ一出A二庫
ノ財帛
ヲ一付‑二与
ス国人
ニ一
大倉之米給‑二与
シ
玉
フ
ニ百姓
ニ一去
ル者
ノ皆来
テ民物康 
���阜　
���也遂
ニ
拝
テレ息
ヲ為
二上卿
ト一此
ノ善諌之名伝
二之
ヲ万代
ニ一若
シ二蘭之
馨‑
�����香�
一也
男効才良
効
ハ者学也才
ハ者徳也能也良
ハ者善也男子之
人
ハ用
テレ学
ヲ才徳良善
ナ
ル
ヲ為
レ上也漢
ノ昭帝召‑二集天下
ノ
学士
ヲ一時南国
ニ有
二張重
一ト
云
モ
ノ年十四亦至
二殿前
ニ一帝見
テ二
廿四
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男効才良＝『千字文』（岩波文庫）
74
～
79頁。
廿四
小児
ヲ一怪
テ而問
レ之曰卿　
����是何人重
カ曰是学士也
」９ウ
帝
ノ曰卿年幼小
也豈
ニ有
二ン
ヤ才学
一重
カ曰陛下召‑二 シ集学
士
ヲ一要
レ論
ンヿ
ヲ肉重
ク骨多者
ノ
ハ有
二才学
一少者
ノ
ハ即無
二ン
ヤ才学
一
帝又問
テ曰卿
ハ是何
ノ州県
ノ人答曰臣
ハ是日南
ノ人
姓
ハ張名
ハ重帝侮
テ曰卿是日南
ノ人
ハ可
二向
レ北看
一レル日
ヲ
重答
テ曰
ク北
ニ有
二雲中之郡
一百姓豈
ニ向
二半天
ニ一而居
ン
ヤ
東
ニ有
二雁門之郡
一豈
ニ即累
レ
����雁為
レン
ヤ門
ト東北
ニ有
二北海
之郡
一百姓豈向
二水中
一安居
ン
ヤ西南
ニ有
二塩城之郡
一
豈即累
レ塩為
レン
ヤ城
ト臣所
ノレ居地名
二日南
ト一豈即向
レ北
看
レン
ヤ日陛下不
レ解而問
レ臣
ニ豈不
二ン
ヤ是九州之闇君
一
昭帝羞
レ之
ヲ無
二言
ノ可
一レ答三公奏
テ曰
サ
ク張小少　児軽‑二慢
ス
」10オ
陛下
ヲ一帝乃処‑分A
殺
レサ
ン
ト
ス之
ヲ張重合
レ掌向
テレ天
ニ大‑ニ笑
フ帝
ノ
曰
ク朕欲
レ殺
レ卿何
ソ不
レ憂
レ死而
モ反
テ笑
フ耶重
カ曰臣見
二ル
陛下殺
一レ之是‑以
テ喜悦A
不
レ已臣
ハ是辺夷小国
ノ之
人
也今至
二陛下殿前
ニ一死
テ得
二天子
ノ処分
ヲ一是為
二喪主
ト一
三公送‑二出廟堂
ノ門
ヲ一即是得
三三公為
二送葬客
一雖
レ死何
ソ撼
ム是
ノ故
ニ喜
レ之帝見
テ二其
ノ言
一ヿ
ヲ赦��
レ A之不
レ殺為
二雲
中
ノ大守
一重答曰臣不‑二明　也雲中
ノ大守
ニ一願
ハ与
二玉
ヘ臣
ニ九
州
ノ学士
ヲ一若天下有
二学士
一共
ニレ臣
ト論難
セ
ン臣若
シ一句　�
『類雑集』翻刻〔九〕
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有
レ失任
三セ
ン陛下斬
テ為
二ン
ニ百段
ト一帝問曰天
ニ有
リレ頭否答
曰天
ニ有
レ頭向
レ西詩云乃眷
レ西顧
ル是也帝
ノ曰天
ニ
」10ウ
有
レ口否重曰天有
レ口経云玉女投
レ
���壷
ヲ天為
レ之
カ
笑
フ天若
シ無
レハ口何
ヲ以
カ能
ク笑
ハ
ン又問曰天有
レ耳否重
カ
曰詩
ニ云
鶴鳴
二九皐
ニ一声聞
二于天
一天既
ニ無
レン
ハ耳将
ニ何
ヲ
以
テ聞
ン
ヤ又問曰天
ニ有
レ足否重答曰有
レ足詩云天
歩
二艱難
ニ一帝曰善哉遂封
テレ重為
二九州
ノ大学士
一也
男子之中
ニ
ハ須��
レ学
二才徳
一為
レ善
ト若
二夫
ノ孟子之亜聖
ノ
大才曹子建七歩之才晋
ノ時日下
ノ苟鳴鶴雲
中
ノ陸士竜
カ一皆才之善者也
知
ヲ二後世
ヲ一為
二智者
ト一事
」11オ
正法念経云雖
モレ通
二‑達
ス八万法蔵
ヲ一不
レヲ
ハ知
ラ二後世
一名
テ
為　�
二愚者
ト一不
レレ
ト
モ知
二一字
ヲ一而知
二ル
ヲ後世
ヲ一名為
二智者
一文
子建八斗
魏志曹植 
���字
ハ子建善属
スレ文下
レ筆成
スレ章謝霊運
カ
云天下才共
ニ有
二一石
一子建独
リ得
二八斗
一我得
二リ一
斗
ヲ一自
レ古及
レマ
テ今同
ク用
二一斗
一奇才博敏安
ソ有
レン継
レクヿ之
ヲ
文 廿五廿六
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蒙
求
＝『蒙求』上（新釈漢文大系
58）
331～
335頁。
正法念経＝『正法念処處經』（大正蔵
17）に同文見えず。
魏志＝『魏書』に同文見えず。『蒙求』
（新釈漢文大系
59）754～755頁に依拠
するか。
→補注
廿五廿六
蒙求上秦宓論天
ノ
注
ニ
モ委見
タ
リ少
シ替
ル歟能
能可見之多
分同之歟
陳思七歩
世説*魏
ノ文帝嘗令
二*陳思王
ヲA
七歩
ニA
*作
一レラ詩
ヲ*如��不
レン
ハ成
*当　�レ行
レフ*法
ニ*即応
レ A声
ニ*曰
ク煮
レルニ豆燃
ク二豆
ノ萁
一
�����豆
ハ在
二リテ釜中
ニ一泣
ク
」11ウ
本
ト是
レ同根
ヨ
リ生
ス相
ヒ–煮
ルヿ何
ソ太
タ急
ナ
ル帝有
二慚色
一陳思王
ハ
曹子建也　書写上人
ハ法華読誦
ノ功積
リ
テ六根
浄
ニ叶
ヘ
ル人ナリケルニ大豆
ノカラヲタキテ大豆
ヲ
ニケルヲトノツフ〳
ト〵ナルヲ聞
キ給
ケ
ル
ハウトカラヌヲ
ノレ
シ
モウラメシクモ我
ヲ
ハニテカラキメ
ヲ
ハミスル物
哉
ト云ケリタカルヽ
マメカラノハラ〳
ト〵ナルヲトハ我
心
ヨ
リスル事
カ
ハヤカルヽ
ハイカバカリ難
レ堪ケレ
ト
モ無
キ
レ力
ラ事也カクナ恨給
ソ
ト
ソ聞
ヘ
ケ
ル
徒然草
ニ
ア
リ
管仲随馬
韓非子
ニ曰
ク管仲従
テ二斉桓公
ニ一伐��
二孤竹国
ヲ一春往
キ冬
」12オ
還
ル
ニ迷失
フレ道
ニ管仲
カ曰
ク老馬之智可
レ用乃放
二老馬
一
而随
レ之遂
ニ得
レ帰
レ国
蒼��舒��秤���象  
���
魏志
ニ鄧��哀王沖字
ハ蒼舒武帝
ノ少子
也年五六歳
ニA
有
下若
ノ二成人
一ノ之智
上孫権献
二ス巨像
一太祖欲Aレ知
二ン
ト其
ノ斤
重
ヲ一訪
二ニ之
ヲ群臣
ニ一莫
シ三能
ク出
二其理
一沖
カ曰置
テ二象
ヲ船
ノ上
ニ一刻
二テ
廿八廿九 廿七
『類雑集』翻刻〔九〕
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世説＝『世説新語』（新釈漢文大系
76）307〜308頁に見えるが、本文は『蒙
求』（新釈漢文大系
59）798～800頁に依
拠するか。→補注　魏→n
ナシ　陳
思王→n
東阿王　作→n
中作　如
不成→n
不成者　当→n
ナシ　法
→n
大法　即→n
ナシ　曰→n
便
為
レ詩曰　
徒然草＝『徒然草』→補注
韓非子＝『韓非子』（新釈漢文
大系
11）304頁に見えるが、本文は『蒙
求』（新釈漢文大系
59）797～798頁に依
拠するか。→補注
魏志＝『魏書』だが、『蒙求』（新釈
漢文大系
59）
798〜
800頁に依拠する
か。 廿八廿九 廿七
其
ノ水
ノ痕
ノ所
一レ至秤
レ
���物以載
レセ
ハ之挍����其
レ可
レ知
矣大
祖大
ニ悦
テ即施行
ス
無悪善
ノ落書
ノ事
嵯峨帝御時無悪善
ト書
ル落書アリケリ野相公
ニ
」12ウ
披
レル
ヽ
ニ見サカナクテ*ヨケン
ト読
リ悪*字サカト云読有
ル
故*也*御門御気色アシク*ナリテサテハ臣
カ所為歟
ト
披
レ仰ケレハ加様ノ御疑
ヒ侍*ラ
ン
ニ
ハ智臣朝
ニ進
ミカタクヤ
ト
申ケレハ*御門
一伏三仰不来人待書暗降雨恋筒寝
ト
書
セ給
テ是
ヲ読
メ
ト
テ給
ハ
セケリ
月ヨ
ニ
ハコヌ人マタル*カキクモリ雨
モフラナン戀ツヽ
モネント
ヨメリケレハ御気色ナヲリ
ニケリトナン落
シ文 
　���読
ム処
ニ
失
カ有
リ云事
ハ是
ヨ
リ始
レ
ル
トカヤワラハヘノウツムキサイ
ト
云物
ニ一
ツフシテ三
ツアフケル
ヲ月ヨト云也　*十訓抄
」13オ
古今集
ニ読人不
レ知入也
孔子午
ヲ牛
ト云事
魯仲尼門徒
ヲ具A
路
ニヲワシケルニ或所
ノ垣
ヨ
リ馬
ノカシ
ラヲ指
シ出
タ
ル
ヲ見
テ牛
トノ玉ヒケリ始
ハ是
ヲ思ワカス各案
シ
メクラスニ顔回
ヲ始
テ思慮深
キ*方ヨリ次第
ニ*ソ心エケル
三十卅一
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十訓抄＝『十訓抄』（新編日本古典文
学全集
51）293～294頁。→補注　ヨケ
ン→^
よし
字
→^
は
　
也
→^
ナ
シ
　
御
門
→^
帝　ナリテ→^
て　ラン→^
る　御
門→^
帝
カキクモリ→^
かきくらし
十訓抄古今集
ニ読人不
レ知入也→補
注孔子午牛云事＝『十訓抄』（新編日本
古典文学全集
51）七ノ七295頁。
方ヨ
リ→^
ナシ
ソ→^
ナシ　字ノ→^
三十卅一
日ヨミノ午ノ*字ノカシラヲ出
セ
ハ牛也
孫楚漱石
����
晋孫楚字
ハ子荊少
カ
シ時欲
ス二隠居
一ン
ト謂
二テ*王済
一
���曰当
テレ欲
下
*漱
レ
�����石
ニ枕
上レセン
ト流
ニ済
カ曰流非可
レキ
ニ枕
ニ
ス石非
レ可
レ漱   
�����楚曰所
二‑
����
以枕
一レスル流
ニ欲
スレ洗
二ン
ト其耳
一ヲ所
二以
ハ漱
ク一レ石欲
レ*礪
二
����其
ノ歯
一ヲ
」13ウ
郝��隆時書
世説
ニ郝隆字
ハ佐理七月七日
ニ*人皆曬
二
���衣書
一ヲ隆
於
二中庭
一ニ向
レ日仰
テ臥
ス人問
フ二其
ノ故
一ヲ答曰我
ハ曬
二ス*腹中
ノ
書
一ヲ耳
ミ
ト
真宗皇帝勧学
富家
ニ不
レ用
ヒレ買
二フヿ
ヲ良‑田
一ヲ書‑中
ニ自�　有
二リ千鐘
ノ粟
一安
ニ
ハ居不
レ用
レ架
二ス
ルヿ
ヲ高堂
一ヲ書中
ニ自�　有
二リ黄金
ノ屋
一
屋黄上金鏤出
レル
ニ門
ヲ莫
レレ恨
レルヿ無
二ヿ
ヲ人
ノ‑随
一書中
ニ車馬多A
如
シレ簇
ル
カ
娶
レ
����妻
ヲ莫
レレ恨ヿレ無
二ヿ
ヲ良媒��
一
書中
ニ有
レ女
顔
セ如
レ玉　　男児欲
レセ
ハ遂
二ン
ト平生
ノ志
一ヲ六‑経勤
メ
テ向
テ二
」14オ
窓前
一ニ読
ス
仁宗皇帝勧学
朕��觀
二ル
ニ無学
ノ人
一ヲ称天曰子朕自無
三レ物
ノ堪
二タ
ル比倫
一ニ若比
二セ
ハ於草
木
一ニ草
ニ有
二霊芝
一木
ニ有
レ椿  　　　　若比
二セ
ハ
卅三卅四卅五 卅二
『類雑集』翻刻〔九〕
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ナシ
孫楚漱石＝『晋書』（和刻本正
史）王→x
ナシ　漱
レ石→x
枕
レ石
漱
一レ流誤
テ云漱
レ石　礪→x
四＋禺
世説＝『世説新語』（新釈漢文
大系
78）排調第二十五1009頁。人皆曬
衣書隆於中庭向日→n
出日中　腹
中書耳→n
書
真宗皇帝勧学＝『古文真宝』（新釈漢
文大系９）５～６頁。→補注
仁宗皇帝勧学＝『古文真宝』（新釈漢
文大系９）７〜９頁。
卅三卅四卅五 卅二
言人能勤学則栄貴後自有
良田好宅僕従妻妾之奉也
漢武故事浦台
高三十丈飾以
昔南山娶妻如
之何匪媒不得
詩其人
如玉六経謂易詩書礼
記周礼春秋也
謂人而不学雖草木
禽獣糞壌之不如也
草中尚有芝之瑞
木中尚有椿之耐
於禽獣
一ニ禽 
���有
二鸞‑鳳
一獣
ニ有
レ麟
霊之若比
二セ
ハ於糞土
一ニ糞
ハ滋
二
����五穀
一ヲ土
ハ養
レフ民
ヲ
穀滋稲潤黍也稷五
也菽麦世間無
レキ限
リ物
ノ無
レシ比
二ス
ル無‑学
ノ人
一ニ
司馬温公勧学歌
養子不教父之過訓導不
レル
ハ厳
ナ
ラ師
ノ之惰
タ
リ
ナ
リ
又惰懶徒也臥
父‑教
ヘ師厳
ニA
両
ナ
カ
ラ無
レ A外���ヿ学問無
レキ
ハ成子
ノ之罪
也媛‑�衣飽
マ
テ
ニ
」14ウ
食
ノ居
レテ人‑倫
ニ
視
レ我
笑談如
二土塊
一反故対攀
レ高不
レ及
二下品流
一稍遇
二賢
才
一無
二与対
一ルヿ勉後生力  
　����求
ヨレ誨
ヘ
ヲ投A二明師
一莫
シ三自昧
一スヿ一‑
朝雲‑路果‑然
トA
登
ラ
ハ姓名亜‑等A
呼
二レ
ン先輩
ト一室中若未
レ結
二親姻
一ヲ自有
三佳人求
ル二匹配
一勉
レメ
ヨ旃
ヲ汝‑等各早
ク修
ヨ
莫
下待
二老来
一徒
ニ自�　悔
上ヿ
反延
柳屯田　�勧学文
父‑母養
二テ其
ノ子
ヲ一而A
不
レル
ハ教
ヘ是
レ不
レル愛
セ二其
ノ子
一也雖
レト
モ教
フ
ト而
モ
」15オ
不
レル
ハ厳���是‑亦不
レル愛
セ二其
ノ子
一也父母教而不
レル
ハ学是子
不
レル
ナ
リ愛
二其
ノ身
一也雖
レト
モ学
ト而不
レル勤是
モ亦
タ不
レ愛
二其身
一也
是　�故
ニ養
レテ
ハ子必
ス‑教教則必
ス厳
ニ
ス厳
ナ
ル
ト
キ
ハ則必勤
ム勤
ル
ト
キ
ハ則必‑
卅六卅七
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司馬温公勧学歌＝『古文真宝』（新釈
漢文大系９）
10〜
13頁。
柳屯田勧学文＝『古文真宝』（新釈漢
文大系９）
13〜
14頁。
卅六卅七
父主択師師主教道二者
兼尽勉而学之子之責也
孟子勝文人之有道飽食媛衣逸
居而無教則近於禽獣聖人有憂
之使為司徒教以人倫父子有親君臣
有義夫婦有別長幼序序朋友有信
勧勉汝等各宜乃早修学
母待老来悔之無及旃諸
養子必教教則必勤学則庶
人為公卿否則君子為庶人 禽中猶有鸞鳳之
瑞獣中尚有麒仏
成
ル学
フ
ト
キ
ハ則庶人
ノ之子
モ為
二公卿
ト一不
レル
ト
キ
ハ学則公卿
ノ子
子為
二
庶人
一王荊公勧学文
読
レテ
ハ書
ヲ不
二レ破費
一セ用読破書所人費不読
レメ
ハ書
ヲ万‑倍
ノ利
ア
リ倍自無有窮万
用利書
ハ顕
二ハ
シ官人
ノ才︱　
一ヲ
書
ハ添
フ二
君子
ノ智
一ヲ増能其読智書恵愈有‑レハ即起
二タ
テ書楼
ヲ一楼有蔵力書即唐便田架
楼弘聚正書起無‑レハ即致
二書櫃
一ヲ
窓前看
二テ
」15ウ
古書
一ヲ
灯下
ニ尋
二ネ
ヨ書
ノ義
一ヲ稍当可灯相火
貧
シ
キ者
ハ因
レテ書
ニ富
メ
リ
富–メル者
ハ因
レテ書
ニ貴
シ
愚 
���者
ハ得
テレ書
ヲ賢
コ
ク性本
賢
キ者
ハ因
レテ書
ニ利︱　
ア
リ
只見
二ル読
テレ書
ヲ栄
一フ
ヲ
不
レ見
二読
レテ書
ヲ墜
ルヿ
ヲ公荊
売
テレ金
ヲ買
レテ書読
メ
読
メ
ハ
レ書
ヲ買
レフヿ金
ヲ易
シ
好書
ハ卒 
���難
レシ逢
ヒ
書天籍下馬好
卒然倉難没遇反見
好書
ハ真
ニ難
レシ致
シ
箇応未好易書収籍致真
奉勧
メ二読
ム
レ書人
一ニ
世荊人公修勧読勉
好
レムヿ
ハ書
ヲ在
二リ心
ニ記
一ス
ル
ニ
也
」16オ
白楽天勧学文
易姓唐白人名居
有
レレ
ト
モ田不
レレ
ハ耕倉廩虚
シ
有
レト
モ書
卅八卅九
『類雑集』翻刻〔九〕
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王荊公勧学文＝『古文真宝』（新釈漢
文大系９）
14〜
17頁。
白楽天勧学文＝『古文真宝』（新釈漢
卅八卅九
人知勤学則賤者可使之貴
苟不知学則貴者反為賤矣
賢人加以勤学則
因読書富貴利益
荊公云読書者
只見身栄貴当貨売家蔵之
金以取致書籍
若見好書当留
心記取不可忘
読書栄達後
買金又何難
云読書人未
嘗見其敗壊
名
ハ安石字
ハ介甫宋朝
ノ
人好
レ学官至
二丞相
一
能修読文才愈顕達詩
拭樸文王能官人也
無力者作書相
蔵之勿令損毀貧乏者知勤書由
此可致千金之富
富足者知勤学
栄貴由此而典
愚昧教以書
則自成賢人 蛍窓雪案間宜勤
看古昔賢聖之書
親之際宜捜
尋書中意義
人有田不耕重則無
殻何収故倉廩空虚
不
レレ
ハ教
ヘ子孫愚︱��
倉廩虚
ケ
レ
ハ兮歳
月乏  
����
子孫愚
ナ
レ
ハ兮礼‑義疎
ナ
リ孫子
若
シ惟不
レル
ト耕与
レト
ハ不
レル教
ヘ
田若不惟耕是与有
不有教子
是乃父兄
ノ之過��� チ
カ歟
兄乃之為過父
朱文公勧学文
勿
レレ謂
フヿ今日不
レ A学
ヒ而A
有
ト二来日
一勿
レレ謂
フヿ今年不
レ A学
ヒ而ノ
有
二リ
ト来年
一日月逝 
���矣歳不
二我
レ
ト延��
一嗚�　呼�　老
ヒ
ヌ矣是
レ誰
レ
カ
之愆������悔老将而何不及学
」16ウ
自真宗至朱文已上古文真宝也
読書随月
韻附十八云齊
ノ江泌随月読書月光斜則握
書升屋
文史記
学如累糸
又
二云楽羊遠遊尋師一年来帰妻引刀趨
機曰此織本自蚕繭成於機杼一糸而累至
寸不已遂成於尺累尺不已遂成丈匹若今
断之則損前功羊感之七年不反
符読
二ム書
ヲ城南
一ニ
韓退之
」17オ
四十四十一
四十二
四十三
— 20 —
文大系９）
17～
19頁。
朱文公勧学文＝『古文真宝』（新釈漢
文大系９）
19～
20頁。
自真宗至朱文→補注
韻附＝『南斉書』（汲古書院）列伝三
十六498頁（十二丁オ）、『南史』二（汲
古書院）列伝巻六十三998頁（三十二
丁ウ）に同文あり。
又＝『後漢書』（岩波書店）列伝七、
列伝女第七十四602～604頁に類似文
あり。
四十四十一
四十二
四十三
不‑学愚魯則於
礼義必乖疎
謂人之為学当勉進
修不可因修苟且
人有子孫不教之
読書則為愚失
倉廩空虚無儲蓄
則度歳月必匱之
木
ノ之就
二ル
ハ規矩
ニ一在
二リ梓匠輪輿
ニ一人
ノ之能
ク為
レル
ハ人由
三テ
也腹
ニ
有
二リ詩書
一詩書
ハ勤
レ
ハ乃‑有
リ不
レレ
ハ勤
メ腹空‑虗欲
レセ
ハ知
二ン
ト学
ノ之
力
一ヲ賢‑愚同‑一‑初由
二テ其
ノ不
一レニ能
レ学
フヿ所
レ入
ル遂
ニ異
レニ
ス閭��両
家各
ノ生
レメ
リ子
ヲ提‑孩
ニA
巧
ニ相
ヒ如
シ
ケ
リ少‑長聚
テ嬉戯
ス不
レ殊
二
����同
隊
ノ魚
一ニ年至
二テ十二三
ニ一頭角稍��相疎
ナ
リ二十
ニA
漸
ク乖張
ス
清‑溝映
二ス汗‑渠
一ニ三十
ニA
骨格成
ル乃
チ一‑リハ竜
ノ
如
ク一
ハ猪����如�飛黄
騰‑踏
シ去
テ不
レ能
レ顧
二ヿ蟾蜍
一ヲ一
ハ為
二テ馬前
ノ卒
一ト鞭
レレ
テ背
カ
ニ生
二ス虫‑
蛆
一ヲ一
ハ為
二ル公
ト与
一レ相潭‑潭
タ
ル府中
ニ居︱�問
フレ之
ヲ何
ニ因 ‑テカ爾
ル
ト学
ト
与
トレ不
レ学歟金壁
ハ雖
二ト
モ重宝
一ナ
リ
ト費‑シ用
レ
ハ難
二シ貯‑ヘ儲
ヘ一学問
ハ蔵
二
之
ヲ身
一ニ身在
レ
ハ則有
レ余
リ君子
ト与
二小人
一不
レル繋
二
���父‑母
一ニ且��
」17ウ
不
レヤ見公
ト与�
レ相起
レスヿ身
ヲ自
二
����ヿ�犁鋤
一不
レヤ見三‑公
ノ後寒‑饑A
出
ル
ニ無
レキヿ
ヲ驢文章
ヲ
ハ豈
ニ不
レン
ヤ貴
ヒ経訓乃
チ葘畬
ス潢浪
ニ無
シ二根
源
一朝
ニ‑満
テ夕
ヘ
ニ‑ 已
ニ除
ル人
トA
不
レル
ハ通
二古今
ニ一馬‑牛
ニA
而襟裾
ス
ル
カ
如
シ行
テ
レ身
ヲ陥
二ヒ
ル不‑義
一ニ況
ヤ望
レマ
ン
ヤ多
二キヿ
ヲ名‑誉
一時秋
ニA
積‑両霽
ル新涼入
二ル
郊墟
一ニ灯火稍��可
シレ親
ム簡‑編可
二シ巻‑舒
ス一豈
ニ不
二ン
ヤ且‑夕
ニ念
ハ一
為
レニ爾
チ
カ惜
二ム居
キ‑諸
一ヲ恩‑義有
二リ相奪
一フ作
レテ詩︱勧
二ム躊躇
一ヲ
師説　　同
古
ノ之学者
ハ必
ス有
レ師師者所
二ナ
リ以
テ伝
ヘレ道
ヲ受
ケレ業
ヲ解
一レク惑
ヲ
也人非
二ス生
ニA
而A
知
ルレ之
ヲ一者　�
一ニ孰
カ能
ク無
レン惑
ヒ惑
テ而不
レン
ハ従
レ師
ニ
四十四
『類雑集』翻刻〔九〕
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符読書城南勧学＝『古文真宝』（新釈
漢文大系９）
20～
27頁。
師説＝『韓愈』（新釈漢文大系
70）
84
～
89頁。
四十四
其
レ為
レヿ
ヤ惑
ヒ也終
ニ不
レシ解︱　
セ矣生
二レ
テ乎吾 ‑ヨリ前　�
一ニ其
レ聞
レク
ヤ道
ヲ也固
ニ
」18オ
先
二ナ
レ
ハ乎吾
一ヨ
リ吾‑従而A
師︱��レ之
ヲ生
二テ乎吾 ‑ヨリ後
一ニ其
レ聞
レクヿ
ヤ道
ヲ也亦
先
二ナ
レ
ハ乎吾
一ヨ
リ吾‑従而A
師
レト
ス之
ヲ吾師
レト
ス道
ヲ也夫
レ庸   
�����知
三ン其
ノ年
ノ
之先‑後A
生
二ヿ
ヲ於吾
一ニ乎是
ノ‑故
ニ無
クレ貴
ト無
クレ賤
ト無
クレ長
ト無
クレ少
ト
道
ノ之所
ハレ存︱
ス
ル師
ノ之所
レナ
リ存︱
ス
ル也嗟��‑乎師道之不
レルヿ
ヤ伝也
久
シ
イ
カ
ナ矣欲
二��ヿ�人
ノ之無
一レヿヲ惑也難 ‑カナ矣古
ノ之聖人
ノ其出
レルヿ
ヤ人
ニ
也遠‑シ矣猶‑且
ツ従
レテ師
ニ而A
問 ‑ヒキ焉今
ノ之衆‑人
ハ其
レ*去
二ヿ
ヤ聖
人
一ヲ也亦遠
シ矣而
モ恥
レツ学
二ヿ
ヲ於師
一ニ是‑故
ニ聖
ハ益
ス‑聖︱
ニA
愚
ハ益‑
愚︱��聖人之所
二以為
一レル聖愚‑人之所
二以為
一レル愚其
レ皆‑
出
ツ二於此
一ニ乎愛
二メ
ハ其
ノ子
一ヲ択
レテ師
ヲ而A
教
フレ之
ニ於
二ヤ其
ノ身
一ニ也則
恥
レル
ハ師　
︱���ヿ�焉惑 ‑ヘル也矣彼
ノ童子
ノ之‑師授
二テ之
ニ書
ヲ一而A
習
二シ
ム
ル其
ノ句‑
」18ウ
読
一ヲ者 ‑ナリ*也非
下ス吾
カ所‑謂伝
二ヘ其
ノ道
一ヲ解
ク二其
ノ惑
一ヲ者
上ニ
ハ也句‑読
ノ
之不
レル知
ラ惑
ノ之不
レル解︱
セ或
ヒ
ハ師︱
ト
シ焉或
ハ不
セ
ス焉小‑学
テ而大
遺 
���吾未
レ見
二其
ノ明
一ヿ
ヲ也巫医楽師百工
ノ之‑人
ハ不
レ恥
二チ
相‑師
一ト
ス
ルヿ
ヲ士大‑夫
ノ之‑族
ラ曰��
レ師曰
二フ弟子
一ト云
フ‑者
ハ則群‑聚A
而A
笑
レテ之問
レテ之則曰彼
ト与
レ彼年相若　�
ケ
リ也道相‑似
レ
リ
也位卑
ト
キ
ハ則足
レレ
リ羞
ル
ニ官‑盛
則
������近
レシ諛　
������嗚�呼�師
ノ道
ノ之不
ヤ
レ復
セ可
レシ知
ヌ矣*巫医百工
ノ之人
ハ君子*鄙
レニ
ス之
ヲ今‑其
レ智
乃反
テ不
レ能
レ及
フヿ*可
レキ
カ怪
ム也歟聖人
ニ無
二シ常
ノ師
一萇 
���弘師
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去→{
下
也→{
ナシ
巫医百工→{
巫医楽師百工
鄙
レニ
ス之→{
不齒
襄老耼郯
����子
カ之徒其賢不
レ及
二孔子
一ニ孔子
ノ曰
ク三
人行
ト
キ
ハ則必有
二リ我
カ師
一故
ニ弟子
ハ不　�一レハア
ラ必
シ
モ不　�
一レハア
ラ如
レカ師師
モ不　�
三
」19オ
必
シ
モ賢
二ナ
ラ於弟子
一ニ聞
レヿ道
ヲ有
二先後
一術業有
二リ専攻
一如
レキ斯
ノ
而‑已李氏
カ子蟠年十七
ニA
好
ム二古文
ヲ一六芸経伝皆
通
二‑習
セ
リ之
ヲ一不
レ拘
二
����於時
一ニ請
フ二学
ヲ於余
一ニ余嘉
三
���A
其
ノ能行
二ヿ
ヲ古
ノ
道
ヲ一作
二テ師説
ヲ一以
テ貽
レ
���之
ニ
○摂折門
有徳王覚徳比丘事                  
弘十夫
レ仏法
ニ両説
ア
リ等
ト者謂
ク摂及折
也摂
ハ謂
ク養
ヒレ見
ヲ
研
レナ
リ心
ヲ折
ハ謂
ク破ヿ無
シ二遺芥
一故
ニ引
二二経
ヲ一以証
二折摂
一大
経執持刀杖等者第三
ニ云善男子護
ル二正法
一者
ハ
不
レ受
二五戒
一不
レ修
二威儀応
下シ持
テ二刀剣弓箭矛槊
一護
ル中
」19ウ
於清浄持戒
ノ比丘
上ヲ文中広説
ク二覚徳比丘
ノ昔
ノ縁
ヲ一
於
二過去
ノ歓喜如来
ノ滅後
ニ一此
ノ比丘広
ク説
キ二九部
一制
二
諸
ノ比丘
一不
レ許
レ畜
二ヿ
ヲ八不浄
ノ物
ヲ一為
三ニ破戒
ノ者
ノ執
二‑持
ル
カ刀
剣
一之所
ル二逼切
セ一爾時
ニ有
レ王名
テ曰
二有徳
一往
二説法所
一
共
二破戒者
一極
テ生
二闘戦
一命終A
生
二於阿閦仏
ノ国
ニ一覚
徳亦同生
二於彼国
一而為
二彼仏声聞
ノ弟子
一下文
ニ
一
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可
レキ
カ怪
ム→{
其可怪
弘十＝『止観輔行伝弘決』（大正蔵
46）4
4
4
a
17
~
b
0
8
一
又云護法
ノ優婆塞応
下持
テ二刀仗
一擁
中護如
ノレ是持戒
ノ
比丘
上若有
レ受
二持五戒
一不
レ得
三名
テ為
二大乗
ノ人
ト一也不
レ受
二五戒
一執
二持刀仗
一為
レ護
二正法
ヲ一乃名
二大乗
一乃至
下
ノ文
ニ仙予国王等文
ア
リ又新医禁
テレ乳云若
シ有
二ラ
ハ更
ニ
」20オ
為
一スヿ当
ニレ断
ル二其
ノ首
一如
レ是等
ノ文並
ニ是
レ折
二伏
也破法
ノ之人
ヲ一
一切経論不
レ出
二此
ノ二
一*○又一切聖教不
レ出
二四悉
一
故四悉
ノ中
ニ世界為人
ハ即摂受
ノ意対治
ハ即是折
伏
ノ意也薬珠
ノ二身破法立法二種
ノ方便如是
等
ノ例即此
ノ二義
文
薬珠二身事
籖六　言
イ二薬樹王身
一者
ハ則示
二ス
也可‑畏破悪
ノ之形
ヲ一
如
二大経
ノ第*廿九
ノ菩薩品
ニ云
一ル
カ譬
ハ如
下ク薬樹
ア
リ名
テ曰
二*薬
王
ト一於
テ二諸
ノ薬
ノ中
ニ一最
モ為
ス二殊勝
一也
ト能
ク*除
二諸病
ヲ一樹
ハ不
レ作
レ念
ヲ
若
シ取
二レ
ハ枝葉及
ヒ皮身等
ヲ一雖
レ不
トレ作
サレ念
ヲ能
ク愈
中カ諸病
上ヲ涅
」20ウ
槃
モ亦爾
リ
云
云如意珠王身
ト者示A
為　
����可
レ愛
二生善之
形
ト一如
キ二大品
ノ第十
ニ云
ル
カ如
下シ
ト摩尼珠
ノ所在
ノ住処
ハ一切
ノ
非人不
レ得
二其
ノ便
ヲ一*以
テレ珠
ヲ*着
レレ
ハ身
ニ暗
ノ中
ニ得�
レ明
ヲ熱時　�得�
レ涼
ヲ寒
ノ時
ニ得�
レ温
ヲ若
シ在
二
���水
ノ中
ニ一隨
テレ物現
ル
カ
上レ
色
文
毒天二皷事
二三
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J
○の後に「見心亦爾如前進退二種
解者亦是折伏摂受二義」があり、脱
文。
「十七丁」「四十七丁」は朱で書き入れ。
籖六＝『法華玄義釈籤』（大正蔵
33）
9
0
5
a
0
1~
0
9
廿九→p
二十九
薬王→p
樹王
除→p
滅
以→p
其
着→p
著
二三
安国論十七丁開目
抄下
ニ引
ク
云
云
四
十
七
丁
同云毒*皷
ト者大経
ニ云
ク譬
ハ如
シ下有
テレ人以
テ二諸
ノ毒薬
ヲ一用
テ
塗
テ二大
ナ
ル皷
ニ一於
テ二大衆
ノ中
ニ一撃
テ令
レル
ニ出
レ声
ヲ聞
ク者
ノ皆
ナ死
上ル
カ此
ハ譬
レ説
二ク
ニ於破悪
ノ法
ヲ一也如
シ二止観
ノ第五
ノ記
ノ一天皷
ト
ハ者如
シ下忉
利天
ニ所
レノ有
ル妙皷
ノ隨
テ二天
ノ心念
ニ一出
中ス
カ種種
ノ声
ヲ上此
ハ譬
ルレ説
二ク
ニ
於*善法
ヲ一也
文
弘七
末毒皷
ト
ハ者大経
ノ第九
ニ云
ク
 
」21オ
譬
ハ如
シ下有
テレ人以
テ二雑毒薬
ヲ一用
テ塗
テ二大
ナ
ル皷
ニ一於A二大衆
ノ中
ニ一撃
テ
*令
ムレ出
サレ声
ヲ雖
レト
モ無
二心
ニ欲一レフヿ聞
ン
ト*若
シ有
ルレ聞
クヿ者遠近皆死
上ル
カ○
文
品引釈不軽守護正法可捨身事
弘四
本守護正法
ト
ハ者昔
ハ毀
レ
��ヿ理
ヲ護
テレ見而申
二‑通
セ
リ於
見
ヲ一今
ハ毀
レ
���見
ヲ護
テレ理
ヲ而申
二‑通
ス於理
ヲ一若
シ不
ハ二亡
シレ身
ヲ存
セ一レ法
ヲ
何
ヲ以
テ表
二セ
ン於護
ルレ法
ヲ之志
ヲ一若
シ護
ルレ法
ヲ志
シ弱
ク
ハ将
ニ何
ヲ以
カ翻
二セ
ン
護
カレ見毀一レルヿ
ヲ善
ヲ文
謗法堕地獄要文事
知謗法論
安五然大述院
哀‑ナル哉不
レ悟
二誓
ノ境
ヲ一迷
二偏円
ニ一
」21ウ
故不
レ免
二謗法
一随
二地獄
一者如
三恒河沙
ノ得
二成仏
一者
如
二一小石
一見
タ
リ如
シ二法滅尽経及涅槃経八陽神
呪経秘蜜陀羅尼経
一矣此論所引
ノ文　妙楽
四五
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同
『法
華
玄
義
釈
籤
』（大
正
蔵
33
）
9
0
5
a
0
9
~
a
13
皷→p
鼓
以下同。
弘七＝『止観輔行伝弘決』と考えら
れるが、記述なし。本文引用元の「大
経第九」（『大般涅槃経』（大正蔵
12）
4
2
0
a
0
8
~
0
9
より引用。於
善
法
→z
於生
善
法
　
令出→z
之發　若有聞
者遠近皆死→z
聞之皆死
弘四説無常経＝『止観輔行伝弘決』
（大正蔵
46）2
6
1c12
~
15
知謗法論＝
S
A
Tになし。『要決法華
知謗法論』のことか。
妙楽大師＝『法華文句記』（大正蔵
四五
大師
四記
故‑知今人雖
レ欲
二発心
一不
レ簡
二偏円
一不
レ解
二
誓境
一未来聞
レ法何能免
レ謗
ヲ文
法華経云若
人不信〇
文
大品経云舎利弗白Aレ仏
ニ言世尊
五逆罪与
二破法罪
一相似耶仏
ノ*言舍利弗不
レ応
レ言
二相似
一所以者何〇*若破
二般若波羅密
ヲ一則為
レ破
二
十方諸仏一切智*一切種智
一破
二仏宝
一故破
二法
宝
一故破
二僧宝
一故破
二三宝
一故則破
二世間正見
一破
二
」22オ
世間正見
一〇*則得
二無量無辺阿僧祇罪
一*已則受
二
無量無辺阿僧祇憂苦
一文
又云破法業因縁
集故無量無辺百千万億歳墮
二大地獄中
ニ一是
ノ
破法
ノ人輩従
二一大地獄
一至
二一大地獄
一若*劫‑火
起‑時至
二他方大地獄中
一〇*如
レ是遍十方彼
ノ間*火
劫起故従
レ彼死破法業因縁未
タレ尽是還
二来是
間大地獄中
ニ一
云
云
秘密陀羅尼経　　　当
二我滅度後二千
余年
一正法減少
シ邪法興盛A
吾弟子
ハ少魔
ノ弟子
多善人甚少悪人転
メ多善比丘
ハ少悪比丘
ハ多
」22ウ
正法
ノ人少邪法人多智人甚少愚人転多於
其時中優婆塞
ト優婆夷
ト不
レ悟
二法味
一執着邪法
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34）2
3
1a
2
2
~
2
3
法華経＝『妙法蓮華経』（大正蔵
09）
15
b
2
2
大品経＝『摩訶般若波羅蜜経』（大正
蔵
08）3
0
4
c2
6
~
2
8
言→m
告
若破般若波羅蜜〜『摩訶般若波羅蜜
経』（大正蔵
08）0
3
0
5
b
0
8
~
11
若破般若波羅蜜→
m
若破般若波羅
蜜毀呰般若波羅蜜
一切種智破仏宝故破法宝故破僧宝
故破三宝故則破世間正見破世間正
見→m
一切智破故則為破仏宝破仏
宝故破法宝破法宝故破僧宝破三宝
故則破世間正見
則得〜『摩訶般若波羅蜜経』（大正蔵
08）3
0
5
b
12
~
14
已則受量無辺阿僧祇憂苦→m
得得
無量無邊阿僧祇罪已則受無量無辺
此等
ノ文
ヲ引
テ委釈
ル事宛如
二
顕謗法抄委可見之
挙二十
ノ過
其第十云
成
二正法
ノ思
ヲ一見
二正法者
ヲ一謂
二邪法者
ト一見
二正法
ヲ一時成
二
狗法
ノ思
ヲ一睹
二正法僧
ヲ一如
レ視
二糞土
ヲ一無有信心等
云
云
同第九云信
二正法
一与
二愚人
ニ一成仏者
ノ
ハ甚少如
シ二一
二小石
ノ一好
二邪法
一堕地獄者如海中
ノ砂等
云
云
円満経云悪世中供養邪智僧師檀共必堕
二
地獄
一
云
云
法滅尽経云吾涅槃*泥洹ノ後五濁
世魔道興‑盛魔作
二沙門
一壊
二‑乱吾道
一*悪人転‑多
如
二海中*砂
一善人
ハ甚‑少若
ハ一若
ハ二
文
又云謗
」23オ
法者如
二恒河沙
一正法者一二石等
文
知謗法論
折第之六段摂
謹
テ以
二法華涅槃等経
一倩勘
二ル
ニ
摂受折伏二門
一依
二正像末之時異
一之応
二人復
三品之
レ有
一其謂
二正像末
一者周
ノ穆王治十二年
酉癸二月十五日夜半
ニ仏入滅後正法千年
ノ間
迦葉阿難商那和修優婆毱多
至乃天親竜樹
弘通
ノ時也於
二其時人
一令
二上機上智
一人
ノ意正故
一向摂‑受
ニA
不
レ用
二折伏
一其
ノ時倶
ニ賢持戒修禅無
レ帯
二刀杖
一像法千年
ノ間恵文南岳天台章安乃
至湛然伝教等弘通
ノ時也於
二此時人
一雖
二中機
」23ウ
中智
一タ
リ
ト人心姧乱故一向摂受為
レ表折伏為
レ裏
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阿僧祇憂苦。
又云＝『摩訶般若波羅蜜経』（大正蔵
08）3
0
4
c11~
14
劫火→m
火劫
如是〜『摩訶般若波羅蜜経』（大正蔵
08）3
0
4
c16
~
18
火→m
若火
割注「顕謗法抄」の右に朱で「録内
十二巻」の書き入れ。
秘密陀羅尼経＝
S
A
Tになし、同九
も「秘密陀羅尼経」と考えられる。
円満経＝
S
A
Tになし。
法滅尽経＝『仏説法滅尽経』（大正蔵12）
1118c17
~
18
,
1119
a
2
2
泥洹→B
な
し。『報恩抄』（大正蔵
84）26
3
c13
~
15
にも類似文あり。
悪人→t
乃至悪人
砂善人→t
沙善者
知謗法論＝
S
A
Tになし。『要決法華
此時賢愚交
ル故持戒乍
レ守
レ戒又帯
ル二刀杖
一也末
法万年
ハ如
二天台章安湛然道*遂道暹智度行           
満之所釈
一者下方本化衆以
二別付属
一当為弘
通被
レ定其時機於
二其時人
一令
二下根下智
一ナ
ラ故人
心謟曲也一向以
二折伏
一為
レ表摂受為
レ裏
ト其時
純姧偽
ノ故無戒
ニA
莫
レ受
二持戒
一応
レ持
二刀杖
一爰‑以章
安大師涅槃䟽四云昔
ノ時
ハ平
ニA
而法弘応
三持
レ戒
勿
レ持
二刀杖
一今時𡸴ニA
而法翳
ル応
二持
レ杖勿
一レ持
レ戒今
昔倶𡸴応倶持杖今昔倶平
ナ
ラ
ハ応
二持戒
一取捨得
」24オ
レ冝不可一向
云
云天台大師止十云夫仏両説
一
ニ
ハ摂二
ハ折如
二安楽行
一不
レレ
ト
イ
ハ称
二長短
一是摂
ノ義
ナ
リ大経
執
二持刀杖
一乃至斬
レレ
ト
イ
ハ首
ヘ
ヲ是折
ノ義雖
二興奪殊途
一倶
令
二利益
一
云
云倩案
二摂受折伏
一如
二涅槃経
一即殺
二蟻
子
一応
レ堕
二地獄
ニ一斬
ハ二謗法
ノ者
ノ頸
ヲ一昇
二不退位
ニ一随
二時機
ノ
冝
ニ一亦依
二失不失
一故天台大師云法華折伏破
權門理涅槃摂受更許權門等
云
云
又云而
安楽行品摂受
ノ文及一部始終摂受之文像
ノ
代
ノ今時
ハ非
二法華時
一故専
二摂受
ヲ一折伏不相応時
也
故末法後五百歳時機教相応
ノ故召
二地涌千
」24ウ
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知謗法論』か。遂→t
邃
天台大師止十云＝『摩訶止観』と考
えられるが
S
A
Tの検索ではなし。
ただし『開目抄』に一部同様の記述
あり。
界
ノ菩薩
ヲ一有
二別付属
一其時機法華一実
ノ即身成
仏経文分明故山家釈云塔中
ノ釈迦者集
二分
身
一以
二脱垢衣
ヲ一召
二地涌
ヲ一以示
二常住
一等
云
云雖然暗
二
於彼等
ノ経釈
一引
二安楽行品及以一部摂受之
文
ヲ一難
二法華折伏之行
ヲ一罪過
三達‑多
カ五逆守屋
カ破
二‑
壊三宝
ヲ一
法苑珠林五十八引
二入大乗論
一云
誹
二謗大乗法
一
決定趣
二悪道
一
焚焼甚苦痛
業報罪信爾
若従
二地獄
一出
復受
二余悪報
一
諸根常缺陋
永
ク不
レ聞
二法音
一
設使得聞者
」25オ
復生於謗法
以
二謗法因縁
一
還墮
二於地獄
一
喜根勝意事
弘八
四本丁十
大論
ノ第七
ニ釈
ル二巧拙　�二度
ヲ一中
ニ云
ク草筏
ヲ
為
シレ拙
ト方舟
ヲ為
レ巧
ト拙
ト
イ
ハ謂
ク声聞
也巧
ト
イ
ハ謂
ク菩薩
也如
キ二文殊
白
一レス
カ仏
ニ昔
シ過
テ二無量劫
ヲ一仏号
二シ
キ師子音王
ト一及諸
ノ衆生
壽十万億那由佗歳
也以
テ二三乗
ヲ一化
スレ人
ヲ宝樹常
ニ出
ス二
不生不滅之音
ヲ一聞
ク者
ノ得道
ス諸
ノ菩薩衆皆得
二タ
リ無
生法忍陀羅尼三昧
ヲ一新
タ
ニ入
ルレ道
ニ者不
レ可
二称計
ス一仏
涅槃
玉
テ後
ニ樹無
シ二音声
一時
ニ有
二二比丘
一一
ヲ
ハ名
ケ二喜根
一二
六
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法苑珠林五十八＝『法苑珠林』（大正
蔵
53）7
2
6
b
0
9
~
14
弘八＝『止観輔行伝弘決』（大正蔵
46）3
9
3
b
18
~
c2
9
六
名
ク二勝意
一喜根
ハ容儀質直
ニA
不
レ捨
テ二世法
一亦不
スレ分
二別
セ‑
」25ウ
善法悪法
ヲ一喜根弟子聡明
ニA
楽
フレ聞
二ニヿ
ヲ深義
シ一其師不
ス
レ讃A二少欲持戒行頭陀等
ヲ一但説
二ケ
リ諸法
ノ実相
ヲ一語
テ二弟
子
ニ一言
ク婬*怒癡
ノ相
ハ即是
レ実相
也無
トレ所
二罣*碍
一ス
ル以
テ二是
ノ方
便
ヲ一於
テ二衆人
ノ中
ニ一無
クレ瞋無Aレ悔得
二シ
ム無生忍
ヲ一於
テ二意法
ノ中
ニ一
不
レルヿ動
セ如
レ山
ノ勝意
ハ持戒
シ頭陀
シ四禅
ア
リ弟子鈍根
ニA
多
ク
求
ム二分別
ヲ一勝意異時
ニ至
テ二喜根
ノ弟子
ノ家
ニ一讃
二説A
持戒
頭陀閑静
ヲ一毀
二‑呰ス喜根
ヲ一此
ノ人教
テレ他入
二ラ
シ
ム於邪見
ニ一説
ク三
*淫怒癡
ハ無
レシ
ト所
二罣*碍
一ス
ル是
レ雜行
ノ人
也非
ト二純清浄
ニ一而是
ノ
弟子已
ニ得
二タ
リ法忍
ヲ一問
テ二勝意
ニ一言
ク大徳是
ノ婬欲
ノ法
ヲ
ハ名
ル
何‑等
ノ相
一ト
カ答
フ煩悩
ノ相
也又問
フ内耶外耶答
フ是
レ煩悩
ハ
」26オ
不
レ内不
レ外若
シ在
テレ内
ニ者
ハ不
スレ応
レ待
ツレ縁
ヲ若
シ在
レ外者
ハ於
テ
レ我無
シレ事居士
ノ言
ク若
シ如
レナ
ラ
ハ此者煩悩
ハ非
スレ内
ニ非
スレ外非
ス
レ在
二ル
ニ十方
ニ一求
ニ不可得
也即不
ス二生滅
セ一云‑何
ニ
ソ能作
二サ
ン煩悩
ノ
事
ヲ一耶勝意聞‑已
テ其
ノ心不
スレ悦
ハ不Aレ能
レ加
レルヿ報
ヲ従
リレ座起
テ
去
ヌ言
ク喜根誑
二惑A
諸
ノ人
ヲ一令
レム
ト*着
セ二邪見
ニ一勝意未
タレ得
二音
声陀羅尼
ヲ一聞
二テ
ハ仏説
ヲ一便
チ喜
ヒ聞
二テ
ハ外説
ヲ一便瞋
ル聞
二テ
ハ三善
一
則喜聞
二テ
ハ三悪
一則瞋
ル従
リ二居士
ノ家
一詣
二タ
リ林樹間
ニ一至
二精
舍
ノ中
ニ一語
二ラ
ク諸
ノ比丘
ニ一当
レ知喜根誑
二‑惑A
諸
ノ人
ヲ一入
シ二邪見
ノ
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怒→o
欲
「碍」の旁のみ→o
礙
淫→o
婬
「碍」の旁のみ→o
礙
着→o
著
中
ニ一其
レ言
二フ
ト*婬欲
ハ是
レ無*碍
ノ法
一也
ト是
ノ時
ニ喜根作
ク二是
ノ念言
ヲ一
是
ノ人大
キ
ニ瞋
ル悪業
ニ所
レレ
テ覆
ハ当シ
ニレ墮
ツ二大罪
ニ一我今当
下ニ為説
テ二
」26ウ
*甚
深
ノ法
ヲ一作
中ス後
世
ノ因
上ト即
集
テ二衆
僧
一一
時
ニ説
レ偈
云
*婬
欲
ハ即是
レ道
也恚癡
モ亦復然
ト
云等七十余行
ノ偈
ア
リ三万
ノ
天子得
ツ二無生忍
ヲ一八千
ノ声聞皆得
ツ二解脱
ヲ一勝意即
時
キ*現身
ニ陷
二入A
地獄
ニ一受
ク二千万億歳
ノ苦
ヲ一出
テ
ヽ生
テ二人中
ニ一
七十四万世常
ニ被
二フ
ル誹謗
ヲ一無量劫
ノ中
ニ不
スレ聞
二仏
ノ名
ヲ一
是
ノ罪漸
ク薄   
�����得
レ聞
二クヿ
ヲ仏法
ヲ一出家A
為
レ道而復捨
ツレ戒
ヲ如
キ
レ是六万二千世常
ニ捨
ツ二於戒
一無量世
ノ中
ニ作
テ二沙門
ト一
雖
モレ不
レ捨
レ戒
ヲ諸根暗鈍
也喜根菩薩今
ニ於
テ二東方
ニ一過
テ二
十万億
ノ仏刹
ヲ一作レマ
フ仏
ニ土
ヲ
ハ号
ス二宝厳
ト一仏
ヲ
ハ号
ス二光逾日月
ト一
爾時
ノ勝意
ハ即我
カ身是
也
」27オ
謗法人仏呵事
法苑二十三引宝性論云
愚癡及我慢
楽行
二於小法
一
謗法及法師
則為
二諸仏呵
外現如儀相
不
レ識
二如来教
一
謗
二法及法師
一
則為諸仏呵
文
国王可
レ護
二如法比丘
一事
同三十
ニ引
二大集経
一云若未来諸王四姓為
レ護
七八
『類雑集』翻刻〔九〕
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婬→o
淫
「碍」の旁のみ→o
礙
甚→o
其
婬→o
淫
現→o
見
法苑二十三引宝性論＝『法苑珠林』
巻
第
二
十
三
（
大
正
蔵
53
）4
6
0
a
1
~
4
6
0
a
4
同三十引大集経＝『法苑珠林』巻第
七八
レ法故能捨
二身命
一寧護
二一如法比丘
一不
レ護
二無量
諸悪比丘
一是
ノ王捨
レ身
ヲ生
二浄土中
ニ一若随
レ悪
ニ者是
ノ
王無量世
ノ中不復人身王等不
レ治則断
二三宝
一
」27ウ
奪
二衆生眼
一雖
二無量世
一修
二ニ
ト施戒恵
一則為
二滅失
一○
文
可弁摂折事
又引
テ二勝鬘経
一云世尊応
二折伏
一者而折
二伏之
一応
二
摂受
一者而摂
二受之
一何以
ノ故
ニ以
二折伏摂受
一故令
三
正法得
二久住
一天人充満悪道减少於
二如来取
転法輪
一而得
二随転
一ノヿ
ヲ文
護正法最要事            
十輪経云
有
二真善刹利
一
供
二養於正法
一
三乗得
二熾盛
一
当
レ獲
二功徳海
一
具
二足七宝等
一
偏
二満閻浮提
一
」28オ
持‑用施
二諸仏
一
其福猶有
レ限
乃至四天下
造
二僧房
一供養
彼雖
レ得
二大福
一
不
レ如
レ護正法
一
仮‑使為
二諸仏
一
満
レ中造
二塔廟
一
彼雖
レ得
二大福
一
不
レ如
レ護
二正法
ヲ一
譬
ハ如
三五日出
能竭
二於大海
一
若護
二我法者
則竭
二煩悩結
一
譬
ハ如
三風災起
悉摧
二一切山
ヲ一
若護
ン二正法
ヲ一者
亦滅
二諸
ノ煩悩
ヲ一
九十
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三十（大正蔵
53）5
0
6
a
2
9
~
b
5
又引勝鬘経＝『法苑珠林』巻第三十
（大正蔵
53）5
0
6
b
9
~
b
13
十輪経＝『法苑珠林』巻第三十（大
正蔵
53）5
0
7
a
2
1~
b
6
九十
譬
ハ如
三水災起
漂蕩壊
二大地
一
若護
二正法
ヲ一者
亦消
二諸
ノ煩悩
ヲ一
苦岸等四比丘墮獄事
仏蔵経
ニ云過去世時有
二五比丘
一一名
二普事
一二
」28ウ
名
二苦岸
一三名
二薩和多
一四名
二将去
一五名
二跋難陀
一
是
ノ五比丘為
二大衆師
一其普事者知
二仏取説真
実空義
一無
二取得
ノ法
一余四比丘皆墮
二邪道多説
有人普事比丘為
二四部
一取
レ軽無
レ有
二㔟力
一多人
悪‑賤四悪比丘多教
二人衆
一以
二邪見道
一於
二仏法
中
一不
二相恭敬
一相違逆故以滅
二仏法
一乃至云是
諸
ノ悪人滅
二仏正法
一亦与
二多人大裏悩事
一又是
ノ
悪人命終之後墮
二阿鼻地獄
ニ一仰‑卧ヿ九百万億
歳伏‑卧ヿ九百万億歳左右
ニ卧ヿ亦然於
二熱|
上
一
焼‑然焦‑爛是
ノ中退死A
更
ニ生
二炙地獄大炙地獄　
」29オ
活地獄黒縄地獄
一皆如
二上
ノ歳数
一受
二諸
ノ苦悩
一於
二
黒縄地獄
一死A
還
テ生
二阿鼻大地獄
ノ中
一乃至云親
二
近是人及善知識
并諸壇越
一凡有
二六百四万
億人
一与
二此四師
一倶生倶
ニ死在
二大地獄
一受
二諸
ノ焼
煮
一乃至云如
レ是展転一劫受
レ苦大劫将
ニレ焼故
十一
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仏蔵経＝『法苑珠林』巻第三十（大
正蔵
53）5
0
9
c12
~
5
10
a
8
十一
在
二地獄
ニ一又説大劫若焼
ハ是
ノ四悪人及六百四
万億人従
二此阿鼻大地獄中
一転
ヲ生
二他方
一在
二大
地獄
一何‑以
ノ故舎利弗重罪具足其
ノ報不
レ少在
二
於他方
一無数百千万億那由他歳受
二大苦悩
ヲ一
世界還
テ生是
ノ四罪人及六百四万億
ノ人并及　
」29ウ
余人罪未
タレ畢者於
レ彼命終還生
二此間大地獄
中
一又‑云久久雖
下免
二地獄苦悩
一得
レ生
中人中
上於
二五
百世
一従
レ生而盲然後得
レ値
二一切相仏
一乃至云
於
二彼仏法中
一出家十万億歳勤行精進如
レ救
二
頭然
一不
レ得
二順忍
一况得
二ン
ヤ道果
一文
師子身中虫事
仁王経
ニ云後五濁世比丘比丘尼四部弟子
天竜八部一切神王国王大臣大子王子自
恃
二髙貴
一滅
二破吾法
一明作制法制
二我弟子比丘
比丘尼
一不
レ聴
レ造
二作仏像形仏塔形
一立
二統官
一制
」30オ
レ衆安
二籍記僧
一比丘地立白衣高坐兵奴為
二比
丘
一受
二別請法
一知識比丘共
ニ為
二一心
一親
二善比丘
一
為作
二齋会
一求
レ福如
二外道法
一都非
二吾法
一当
レ知爾
時正法将
レ滅不
レ久大王法末世
ノ時有
二諸
ノ比丘
十二
— 34 —
仁王経＝『法苑珠林』巻第九十八（大
正蔵
53）10
12
a
12
~
10
12
b
7
十二
四部弟子国王大臣
一各作
二非法之行
一横与
二仏
法衆僧
一作
二大法制
一作
二諸罪過
一非法非律繋
二縛
比丘
一如
二獄囚法
一当
二爾之時
一法滅不
レ久大王我
滅度
ノ後未来世
ノ中四部弟子諸小国王大子
王子乃是住持護
二三宝
一者転更
ニ滅
二破三宝
一如
三
師子身中虫自食
二師子
ノ宍
一非
二外道
一也各壊
二我
」30ウ
仏法
ヲ一得
二大罪過
ヲ一正教‑裏薄民無
二正行
一以
二漸為
レ悪
一其
ノ寿日‑く二减至
二若千百歳
一人壊
二仏教
一無
二復孝
子
一六親不和
ニA
天神不
レ祐疾‑疫悪鬼日来
テ侵害
災怪首尾連禍従‑衡死A
入
二地獄餓鬼畜生
一若
出
テ
ヽ為
レ人兵奴果‑報如
レ響如
レ影如
二人夜書火滅
字存
一三界果報亦復如
レ是大王未来世
ノ中一
切国王太子王子四部弟子横与
二仏弟子書
記制戒
一如
二白衣法
一如
二兵奴法
一若我弟子比丘
比丘尼立
レ籍為
レ官取
レ使都
テ非
二我弟子
一是兵奴
ノ
法立
二統官
一摂
二僧典主僧籍
一大小僧‑統共相摂
」31オ
縛如
二獄囚法兵奴之法
一当爾之時仏法不
レ久
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○雑語門
羅什三蔵十難
行者念
レル仏
ヲ未
レ為
レ難
唾
レ
����面
ニ不
ルレ嗔是
ヲ為
レ難
一食長齋未為難
毀誉不
レ動是為難
能
ク抄
二ス
ル経論
一未為難
不
レ求
二名利
一是為難
剃髪染衣未為難
持
レ戒不
レ犯是為難
薩埵投
シレ身
ヲ未為難
難
ヲレ忍能
ク忍是為難
容顔　　　端正未為難
広行
二ス
ル忍辱
一是為難
持経持呪未為難
不
レ説
二他非
一是為難
」31ウ
恒
ニ修
二ス
ル礼懺
一未為難
不
レ作
二諸悪
一是為難
七宝成
レ功未為難
一塵
モ為
レ
����
他
ノ是為難
断悪修善未為難
心
ニ行
二ス
ル平等
ヲ一是為難
同三蔵十四離有
祇��欲
二レ
ハ求
メレ名住
レセ
ン
ト寺
ニ
駈
レ
����役
ニ不
レ異
二王民
ニ一
祇欲
三私
ニ構
レン
ト禅坊
ヲ一
殆
ト為
三レ
リ還
テ同
二俗士
ニ一
祇欲
ハレ営
二マ
ン
ト僧
ノ供養
ヲ一
結毒之心競
ヒ起
ル
祇欲
ハ二荷養
シ追��朋
一
������
鵞鴨��之心競起
ル
祇欲
ハ二人間久住
一ン
ト
邪倭之心日 
���増
ス
祇欲
ハ二貴室多停
一
������
憍慢之心自�　増
」32オ
二 一
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羅什三蔵十難＝出典未詳
「羅什」に朱線の書き入れ。
31丁ウラ
八行目欄外上部に「□　�クル進也
�⼂�　」の書き
入れ。
三蔵十四難有＝出典未詳
二 一
祇欲
二山中
ニ独住
一ン
ト
又恐
ク
ハ抱
テレ闇
ヲ迷
レハ
ンヿ
ヲ真
ニ
祇欲
二着相精進
一セ
ン
ト
得
テ二事
ノ情
ヲ一亦失
レ理
ヲ
祇欲
二営
ミレ功助
一レケ
ン
ト善
ヲ
勝負之意競起
祇欲
二学
シレ智遮
一レセン
ト愚
ヲ
是非之心乱起
祇欲
ハ二幽居A
静
一レ慮
ヲ
慮躰本自無
レ形
祇欲
二雄志A
観
一レン
ト心
心相本自無
レ質
祇欲
二依
レ文
ニ起
一レ悟
浄名杜
レ
���口
ヲ不
スレ説
カ
祇欲
ハ二寂嘿唖�　羊
一
����
諸聖因
テレ言
ニ了
スレ実
ヲ
南岳大師無常詞
三界
ハ皆苦
四生
ハ非
レ楽
一期
ハ仮
ノ棲
万事
ハ如
レ夢
」32ウ
名官
ハ不久
栄花
ハ無
レ終 
���
繁昌
ハ時程
昇進
ハ刹那
妻子
ハ身
ノ敵
眷属
ハ心
ノ怨
貪欲
ハ苦
ノ本
追求
ハ愁
ノ端
シ
メ
有
レ生有
レ滅
有
レ楽有
レ苦
盛者必
ス衰
会者必
ス別
命
ハ草上
ノ露
身
ハ風前
ノ燈
無
ハレ墓此
ノ世
無
ハレ憑 
���我身
何
レ
ノ歳
カ受
ケレ病
何時
カ招
ンレ死
ヲ
堕A二何
テ
カ地獄
ニ一
受
二ケ
ン何��様
ノ苦
一ヲ
カ
地獄可
シレ畏
以
レ燃為
レ家
餓鬼不
レ安
臨
レ飢食
レ子
畜生
ハ互飲
修羅
ハ闘諍
人間
ハ八苦
天上
ハ五衰
三界無ヿレ安
猶如
二火宅
一
唯厭
二穢土
一
偏
ニ欣
ヘ二浄土
ヲ一
浄土在
レ心
無
レン
ハ着即浄
シ
仏
ハ不
レ離
レ身
無
レレ
ハ欲即楽
ム
三
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南岳大師無常詞→補注
33丁オモテ二行目欄外上部に「槃経
云夫盛必有／衰合會有別離文」の書
き入れ。
「憑」のルビは書き入れ。
三
凡聖
ハ一味
苦楽
ハ在
レ心
迷悟不二
浄穢不二
」33オ
仏
ハ悟
テ二此理
一
昇
二涅槃
ノ台
ニ一
衆生
ハ迷
テレ此
沈
ム二生死
ノ海
ニ一
早
ク観A二一如
ヲ一
至
リ二本覚
ノ位
ニ一
速
ニ学A二三等
ヲ一
顕
二ヘ
シ自身
ノ仏
一
天台大師四十八箇条起請文
哀
二愍A
生類
ヲ一不
二殺生
一
雖
モ二毛葉計
一不盗犯
守
テ二戒律
ノ禁
ヲ一不
二婬犯
一
雖
レ及
二死門不
二妄語
一
雖
レ療
二治病
一不飲酒
行A二化他
ノ想
ヲ一不
二悪口
一
入
二利生
ノ門
一不
二邪見
一
常
ニ唱
二仏号不
二多言
住
二忍辱
ノ心
ニ一不
二放逸
住
二慈悲
ノ心
ニ一不
二発瞋
常
ニ好
二閑諍
一不交衆
永捨
二趍 
���
貯
一
����不
レ好
レ利
」33ウ
永厭
二讃謗
一不自讃
欣
二求菩提
一不
レ望
レ官
好
二求仏道
一不受請
鎮向
二聖教
一不見物
恒
ニ運
二行業
一不他縁
起A二卑下
ノ心
一不
二憍慢
恒
ニ好
テ二恵施
一不
二慳貪
一
雖
二縦得
一レ理不
二論談
一
衣
ハ隨
テ二求得
一ル
ニ不
レ好
レ色
食
ハ隨
二求得
一不美食
習
二‑学A
大法
一不
レ練
二外典
一
伝
二教大乗
一不
レ説
二小乗
一
発
二平等
ノ心
一不
レ弁
二親疎
一
営
二仏法
ノ事
一不
レ進
二戯意
一
昵
二善根者
一不
レ語
二悪友
一
親
二道心
ノ者
一不進狂人
四
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天台大師四十八箇所起請文＝出典
未詳
四
可見之制
止乱念状
未代諸僧
置脇机鎮
非
二ン
ハ修学
ノ器
ニ一不
レ愍
二童子
一
非
二ン
ハ貧道
ノ伴
ニ一不
レ哀
二童女
一
恒行
二正道直�
一不
レ致
二謀計
一
設及
二ト
モ打埵
ニ一不
レ発
二忿意
一
」34オ
雖
レ令
二餓死
一不
レ食
二完肉
一
雖
レ沈
二病床
一不臥解帯
三衣
ノ外
ニ敢
テ不
レ貯
二珍財
一
一鉢
ノ外
ニ忽A
不
レ儲
二藪穀
一
非
二ン
ハ智者
ノ辺
ニ一不
レ構
二坊室
一
非
二貴人
ノ恩
ニ一不
レ蒙
二小徳
一
以
二無才
ノ身
一不
レ好
二問答
一
非
二ン
ハ多聞
ノ智
ニ一不
レ望
二請用
一
面目無
モレ並不
レ念
二栄花
一
帰依無
レク
ト
モ極不
レ着
二喜楽
一
雖
レ有
二便宜
一不
二穢向
一レ西
雖
レ有
二便縁
一不
レ汚
二浄地
一
成
二ス
ト
モ不善
ノ行
ヲ一不
レ誹
一其人
一
説
二ト
モ不実
ノ法
一不
レ談
二他人
一
常観
二無常
一不
レ懈
二念仏
一
鎮
ニ念
二浄土
一不
レ怠
二読経
一
右此
ノ起請
ノ条為
レ欣
二求弥陀之浄刹
一任
二本願
一
所
レ搆立
二四十八戒
一末代道心者常
ニ可
二覧練
一
」34ウ
努努莫
レ令
二破犯
一事　敬白
開皇三年正月十三日　国清寺沙門智
顗
恵心僧都四十一箇条御詞
一設
ヒ雖
レ有
二不
レ叫
レ心
ニ事
一思
ヒ忍
テ全
ク不
レ可
レ起
二瞋恚
ヲ一
一設雖
レ遇
二良縁
ニ一堅固
ニ思
ヒ忍
テ全
ク不
レ可
二女犯
一
一無慚不信
ニA
徒
ニ不
レ可
レ受
二信施
一
一不
レ可
三好
テ云
二
他人
ノ好悪
ヲ一
一以
二不堪
ノ身
一敢
テ不
レ可
レ好
レ物
五
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恵心僧都四十一箇條御詞＝出典未
詳。ただし、『楞厳語萃』（『恵心僧都
全集』第五巻、思文閣、昭和四六年）
に同文あり。末尾に「右一章。此
二比
五
一聖教御前
ニA
不
レ可
レ致
二無礼
一
一可
シ三全
ク忍
テ禁
二妄
語
ヲ一
一奉
ル二読経
一間
タ以
二遅口
一不
レ可
二急読
一
一不
レ論
二親疎
一不
レ可
レ恨
レ人　一丁寧
ニ思
テレ俗
ヲ敢
テ不
レ可
二追
」35オ
従
一
一不
レ可
レ成
二洛陽
ニ常住之思
ヲ一
一全
ク不
レ可
レ好
二見物
一
一設
ヒ雖
レ有
二治病
一不
レ可
レ食
二魚類
一
一興
二悪友
一不
レ可
二好
テ交
ル一
一唯
タ為
ニ二名利
ノ一雖
モレ学聖
教
一必可
レ廻
二向
ス無上菩提
ニ一
一雖
レ有
二少少損
一不
レ可
レ疑
レ人　一向
テ二堂
ノ頭
一
����不
レ可
レ行浄
一
一不
レ可
レ殺
二蟣虱
一ヲ
モ況
ヤ余生類
ヲ
ヤ
一見
二聞A
諸
ノ功徳
一不
レ可
レ生
二
誹謗
一
一為
ニレ人
ノ常可
レ有
二芳心
一
一群集
ノ会所
ニ
無
二ン
ハ指
タ
ル要事
一不
レ可
二推参
一
一下人
ノ無礼放言
ヲ不
レ可
二見入聞入
一
一不慮之外
ニ雖
レ造
レ罪隨
テレ罪
ニ即
可
二懺悔
一
一不
レ可
レ好
二酒宴
一
一以
二貧賤
ノ身
一不
」35ウ
レ可
レ好
二美服美食
一
一雖
二悪従者
一不
レ可
二打��縛
一
���
一不
レ可
レ信
二用纔言幷ニ中言
一
一不
レ可
レ借
二用他
人
ノ物
ヲ一親  
����間
ニ
ハ雖
二ト
モ借用
一ス
ト早��
ク速
ニ可
レ返
レ之　一全
ク可
レ断
二
多言戯咲
ヲ一
一与
レ人全
ク不
レ可
レ成
二口論
一
一朝
ニ
ハ
読
レ経暮
ニ
ハ念誦A
不
レ可
二闕怠
一
一以
二不堪才智
一不
レ可
レ好
二問答論談
一
一知識
ニ
ハ者必可結縁
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叡山実蔵坊類雑集所録
一為
二原本
一。
以
二比叡山大森院蔵写本
一対
二校之
一」
とある。
一乍
レ立不
レ可
二小便
一
一雖
二大鹿�荒  
�����
食
ト一不
レ嫌可
レ食　一行住座臥可
レ成
二滅罪之思
一
一昼夜
常
ニ憶
二ヘ
シ所作
ノ善悪
ノ事
ヲ一
一於
ハレ善者弥
ヨ増長
シ於
レ悪
者堅固
ニ可
レ悔
レ之　一念誦読経
ノ間不
レ可
レ闕
二威
」36オ
儀
一
一乞食
ノ来
ル時無
レ A厭ヿ可
レ行
レ施　一亥子丑
ノ三
時可
シレ寝自余
ノ時
ハ不
レ可
レ眠　一於
二万事
一不
シ二覆蔵
セ一
同先徳御語曰
欲
二レ
ハ求
メレ名願一レント人者身心共
ニ疲 
���
欲
二レ
ハ求
メレ功作一レント善者希
望惟��多
シ不
シレ如
カ下孤独
ニA
無A二境界
一励
中サ
ン
ニ
ハ称名
上閑居
ノ隠士
ハ
貧
ヲ為
レ楽
ト禅観
ノ幽室
ニ
ハ静
ナ
ル
ヲ為
レ友藤
ノ衣紙
ノ衾是浄服
也
易
レクA
儲無
二盗賊之畏
レ一深
ク恐
テ二仏意
ヲ一無
レ思ヿ二人目
ヲ一自惜
二ン
テ
寸
ノ暇
ヲ一念仏可
二相続
一以
二有待之身
ヲ一莫
シレ期
レルヿ後
ヲ一生
之間
ニ
ハ只厭
ヒ二生死
ヲ一諸仏之中
ニ
ハ単
ヘ
ニ帰
ヨ二弥陀
ニ一願
二ン
ニ
ハ後世
ヲ一
如
レク
セ
ヨ営
ム二世路
ヲ一今日既
ニ暮
ヌ老者不
レル
ニ励
マレ之至今年漸
ク
」36ウ
高 
���一期者不
レル
ニ急
カ過
ヌ宵
ニ
ハ臥
テ可
レ歎
レ之徒
ニ暮
ヌ
ル事
ヲ暁
ニ
ハ起
テ
可
レ思
レ之
ヲ終日
ニ行
セ
ン事
ヲ懈怠之時
ニ
ハ可
レ思
二生死
ノ無常
ヲ一
悪念之時
ニ
ハ可
二高声念仏
ス一
内道者持念　　源信
去
リ去
テハ不
レ還
若シ盛ナリシ我カ齢ヒノ
来
リ来
テハ不
レ離
衰
ヘ傾
ケル我形
六七
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先徳御語＝出典未詳。ただし、『楞厳
語萃』（『恵心僧都全集』第五巻、思
文閣、昭和四六年）に同文あり。末
尾に「右一章。比叡山実蔵坊所蔵。
類雑集第九所録」とある。
内道者持念＝出典未詳。ただし、『楞
六七
増
シ増A
ハ不
レ滅
悩
スレ我
ヲ老
ノ病
促����促
テハ不
レ延
保
レ
���我残命
飾 
���飾 
〳〵
��不
レ失
我身
ノ不浄
断
チ断
テモ不
レ絶
我身
ノ苦果
止メ止ムレトモ易ハレ発
我身
ノ貪欲
捨
テ捨
レトモ難
ハレ除
我身
ノ名聞
徒
ニ謗
二テハ人事
ヲ一
処
シ二叫喚獄
ニ一
虚ク致
二 Aハ睡眠
ヲ一
沈
ム二黒闇獄
ニ一
一時
ノ破戒
ハ
下��二八大獄
ニ一
我何
ソ破
レ制
待
二タン獄卒
ノ責
ヲ
」37オ
一世
ノ持戒
ハ
昇
二九品
ノ臺
ニ一
我何不Aレ持
別
二レン聖主
ノ迎
ニ一
念
ハ二徒
ニ過
シ昔
ヲ一
恨
ノ涙
タ易
シレ落
チ
観二レハ空シキ向ユク末ヲ一
悲
ノ炎 
���難
レ消
昔
ノ獄卒
ノ誡
ハ
後
ニ亦
タ不
レ来
愚
ナル哉我何
ソ
重
テ欲
レ造
レ罪
今
ノ釈尊
ノ勧
ニハ
必生
二極楽
一
咄‑哉我何
ソ
悞
テ欲
レ退
レ勤
殺鬼求
レ短
何不
レ護
レ身
ヲ
閻魔伺
フレ間 
���
何不
レ慎
レ心
ヲ
婬欲教誡詞　　　同僧都
師長
ニ被
二悪
ヲ厭
セ一
見聞成
二誹謗
ヲ一
攀縁之根源
軽慢之因縁
悪名遍
二十方
一
殃過自然
ニ来
ル
貧窮
ニA
ハ多
二耻辱
一
冨貴
ニA
ハ招
ク二鳴呼
ヲ一
内心恒
ニ馳散
シ
外身亦
タ不調
也
往
ク
ニ有
リ二怨賊畏
レ一
還
ル
ニ有
リ二浴水
ノ煩
ヒ一
」37ウ
病患依
テレ之
ニ起
ル
頓死為
ニレ之
カ来
ル
手口甚
タ濁穢
シ
衣服常
ニ不浄
也
盗心常
ニ催
シレ内
ニ
矯飾専
ラ顕
ルレ外
ニ
行法不
レ染
レ心
ニ
修学又退転
シ
現世
ニ
ハ無
ク二冥加
一
後生
ニ
ハ堕
ツ二悪道
ニ一
八
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厳語萃』（『恵心僧都全集』第五巻、思
文閣、昭和四六年）に同文あり。末尾
に「右一章。以
二山城宇治恵心院蔵軸
物
一為
二原本
一以
二比叡山実蔵坊所蔵
蔵顕雑
　����　集所録
一対
二校之
一」とある。
淫欲教誡詞＝出典未詳。ただし、『楞
厳語萃』（『恵心僧都全集』第五巻、
思文閣、昭和四六年）に同文あり。
末尾に「右一章類雑集第九所録」と
ある。
八
閑居十徳　　　貞���慶��作
無
二シ
ハ男女
ノ境
一無
二愛欲
ノ心
一
無
二雑言
ノ縁
一無
二妄語
ノ~ ��一
無
二敵対
ノ人
一無
二闘諍
ノ畏
一
無
二是非
ノ友
一無
二讃毀
ノ設
一
無
レ見
二人
ノ失
一無
レ談
二他過
一
無
二随逐
ノ属
一無
二眷属
ノ嗜
一
無
二対面
ノ人
一無
二礼儀
ノ煩
ヒ一
無
二来臨客
一無
二饗 
���応営
一
無
二交衆
ノ晴
一レ無
二好衣
ノ望
一
独
リ修
二レ
ハ妙行
ニ一更
ニ無
二他
ノ妨
一
」38オ
静
ニ入
テ二三昧
ニ一必
ス證
ニ二菩提
一
交衆十失　　同作
一不
レ免
二輪廻生死之苦
ヲ一
二退
ス二日別
ノ所作
ヲ一
三起
ス二憍慢勝他之心
ヲ一
四住
ス二名聞利養之心
ニ一
五起
ス二貪欲瞋癡邪見
ヲ一
六違A二戒律
ニ一坐
ス二耆徳之
上
ニ一
七見
レテ
ハ好生
二著愛
一見
レテ
ハ悪生
二悪厭
一
八欲
二得
善不　�
一レヿヲ得
レ悪得
二テ
ハ少分
一ヲ生
二ス不足之心
ヲ一
九致A二無益
ノ
言論
ヲ一謗
レ人謗
レ法　十不
レ蒙
二三宝加護
ヲ一
求菩提備十六徳　同作
不
レレ
ハ構
二舎屋
一者無
二失火之難
一
」38ウ
不
レレ
ハ貯
ヘ二財産
一者離
ル二盗賊之危
一
����
不
レ好
二花美
ヲ一者豊
二ナ
リ衣食
ノ之事
ニ一
不
レレ
ハ親
二於人
ニ一者遁
ル二別離之悲
ヲ一
十十一 九
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閑居十徳＝出典未詳
「貞慶」のルビは書き入れ。
交衆十失＝出典未詳
  求菩提備十六徳＝出典未詳。『渓嵐
拾葉集』道心者十六徳（大正蔵
76）
8
7
4
b
18
には、解脱房作とある。
十十一 九
不
レ帯
二妻子
ヲ一者失
フ二鐘愛之苦
ヲ一
不
レ仕
ヘ二主君
ニ一者避��
二袛候 
���之煩
ヲ一
不
レ顧
二所従
ヲ一者退
二恩顧之責
一
不
レ望
二官位
一者漏
二タ
リ公家之請
一
不
レ全
二ク
セ身命
一者背
二長短之望
一
不
レ交
二徒衆
一者避
二高慢之思
ヲ一
不
レ立
二学丈
一者無
二論談之耻
一
」39ウ
不
レ歎
二無常
一者絶
二必滅之恨
一
不
レ欣
二栄花
一者断
二貧窮之愁
一
不
レ誤
二仏語
一者住
二西帰之心
一
不
レ懈
二称名
一者蒙
二弥陀之接
ヲ一
不
レ離
二聖主
一者停
二天魔之妨
ヲ一
発願観念　　　同作
昨‑日
モ徒
ニ暮
ヌ臥
テ見
二多
ノ夢
ヲ一今‑夜
モ空
ク*曙 
���起
テ營
二マ
ン何事
一ヲ
カ無
常
ノ虚
ノ声
ハ近
レツ
ケ
ト
モ耳
ニ不
レ覚
ラ雪山
ノ鳥
ノ*鳴 
���出
テレ巣
ヲ速
ニ忘
レ
ヌ*命如
二
水上
ノ泡
ノ随
テレ風而迴
一ル
カ神
ハ同
二籠中
ノ鳥
ノ待
テレ開
ル
ヲ而去
一ル
ニ*消
テ
ハ
者不
二再
ヒ見
ヘ一去
テ者�　不
二重
テ来
一須臾
ニ生滅
シ刹那
ニ離散
ス
」39ウ
重病在
レレ
ハ身助
テ而欲
レ生頓死*多
レケ
レ
ト
モ世
ニ聞
テ而無
レ驚兼
テ不
レ知者死
ノ期也今‑日何
ソ必
ス*不
ン二其日
一ナ
ラ自
ラ不
ルレ悟
ラ者病
十二
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発願観念＝出典未詳。『渓嵐拾葉抄』
（『
大
蔵
経
』（
大
正
蔵
76
）8
7
4
c0
6
~
8
7
4
c2
6
）に同文あり、「無常句解脱房
貞慶已講」とある。以下、『渓嵐拾葉
抄』との異同を示す。
曙���→w
曉トハ
十二
相也我身*争
カ得
ンレ弁
二ルヿ
ヲ其事
ヲ一罪
ノ不
レ悟
レ*積
ル
ヲ
モ時
ノ不
レ覚
レ*移
ル
ヲ
モ恨‑
哉忘
レ二釈迦大師
ノ慇懃之教
ヲ一悲‑哉*聞
ク二*焰魔法王
ノ
呵嘖之詞
ヲ一名利助
レト
モ身
ヲ未
レ養
二*北芒之骸
一ヲ恩愛悩
レセ
ト
モ心
ヲ
誰
カ随
二黄泉之魂
ニ一為
ニレ之
カ馳走A
所
ロレ得
ル幾利
ソ
ヤ依
テレ之追
求
メ所
レ造多
シレ*罪塞
レ
����目
ヲ思
二ヘ
ハ往事
一悦
モ恨
モ皆
ナ空
シ折
テレ指
ヲ数
二レ
ハ*故
人
ヲ一親
モ疎
モ多
ク隱
レ
リ昔*望
シ二其事
ヲ一之日
ハ*哀楽之思
ヒ銘
シレ肝
ニ
古向
シ二其人
ニ一之時
ハ貴賤之質
文在ヿレ眼
ニ*時遷
リ事去
テ今何
ソ
眇‑茫
タ
ル*人往
キ我
レ残
テ*誰
レ
カ又傷嗟
セ
ン三界無安猶如火
」40オ
宅王宮
モ是三界之*宅常
ニ有
リ二生死病死憂患
一天
仙猶
ヲ四苦之身也況於
二下賤貧道之報
ニ一哉況
ヤ於
二
老病憂悲之質
ニ一哉愛Aレ其
ヲ可
レ樂哉惜
テレ其可
レ保*哉
発心祈請表白　同作
敬
テ白A二十方法界不可説不可説
ノ三宝
ノ境界天
照太神春日権現等
ノ垂迹和光別A
ハ三世覚母
ノ
大聖文殊師利菩薩清凉山中
一万眷属等
ニ一
而言弟
甲某
過去業因拙A
而今
マ已
ニ得
二タ
リ卑賎孤独
之果
ヲ一生涯為
ス二空
ク過
一ナ
ン
ト
後生亦其
レ何
ナ
ル報
ソ兼
テ想
二フ
ニ将来
ノ
十三
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ナクネ→w
鳴テ
命→w
寿
消テハ→w
消スル
多ケレトモ→w
多
不
ン其日ナラ→w
不サル其日
争
カ得
レン弁
二 ルヿヲ→w
争テカ得ム弁ニ
積
ルヲモ→w
積
リ
移
ルヲモ→w
遷　　聞
ク→w
聞
ヲ
琰→w
焰　北→w
北芒
罪→w
罪ナリ　故→w
古
望→w
臨　哀→w
愛
時遷
リ事去
テ→w
遷時去事
人→w
なし
誰レカ→w
人誰
宅→w
家ナリ
哉→w
乎
発心祈請表白＝出典未詳。『解脱上
人御道心祈誠状』に同文あり。（大正
大学綜合仏教研究所研究叢書第二
巻、『貞慶講式集』山喜房仏書林）
十三
過患
ヲ一悲涙難
レ押���嗚呼悲哉恣
ニ服
シ二名利
ノ毒薬
ヲ一心
カ
ラ
」40ウ
長夜失
レヘ
ルヿ道
ヲ愚
ナ
ル哉常
ニ恩愛
ノ縛 
����所
ンレ纏 
����徒
ニ廻
二ルヿ六趣
ノ中
ニ一
就
レ中一
ヒ沈
二ナ
ハ奈梨
ニ一曠劫
ニ
モ難
レ出設
ヒ亦受
二ト
モ人身
ヲ一値
フ二仏
教
ニ一尤
モ難
シ早
ク施
テ二世間之万境
一宜
クレ求
二出世之�　一道
一
然
ニ嬾���A
而不
レ修拙A
而過
ナ者�　後悔千万
ス
ト
モ更有
ン二何
ノ益
カ
一
可
レ勤可
レ修勿
レレ期ヿ二後日
一或雖
レ翹
二
�����小善
ヲ一多
ハ為
ニ二悪縁
ノ一
所
レレ破粗雖
レ悲
二罪障
一亦為
二恩愛
ノ一所
レレ
ヌ忘説
二ト
モ衆罪
ハ如
ト二
霜
ノ露
ノ一恵日隠
テ而無
レ照ヿ聞
三ト
モ諸法
ハ似
二影焔
ニ一妄情現A
而易
レ迷滅罪生善之計���ヿ心
ト事
ト不
レ調
ラ発心修行
之志内
ト外
ト共
ニ乖 
����雖
レ囂
二
������無益
ノ語
ニ一無
レ談
二出世
ノ事
ヲ一斥
二サ
シ
居  
����他人
ノ非
ヲ一不
レ願
二身
ノ上
ノ過
ヲ一自行敢不
レ勤何況及
二ン
ト
」41オ
利他
一乎雖
三身
ハ處
二生死
ニ一未
タレ知
二生死之源
一雖
三心起
二
妄執
一未
タレ弁
二妄執之基
一無
レ尋
二ルヿ専
ラ可
レ訪之父母
ノ生
処
ヲ一不
レ悲
二更
ニ可
レ憐之親‑昵��之受苦
一亦遥観
二三世
一
皆是我四恩
也四恩皆堕A二三悪道
ニ一受
ク二無量
ノ苦
ヲ一吾
ハ
是
レ彼之愛子也亦彼弟子也非
ハレ我
レ
ニ誰
カ能
ク授‑済 
　��
何
ヲ憑　�推
レ
 
����誰
ニ徒
ニ晩
シ徒
ニ曙
サ
ン若期
テレ後
ヲ而不
ルレ勤歟期‑日
是何日乎将任
テレ性而慢‑緩
ナ
ル歟慢緩其
レ為
レ何哉
若思
二ハ
ヽ愚癡之至
ト一速
ニ可
レ慎
二愚癡
一若譲
二
���懈怠之過
ニ一
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者何
ソ不
ルレ誡
二懈怠
ラ一実
ニ欲
レハ
ヽ念
ト二此身
ヲ一勿
レ念
二此
ノ身
ヲ一早
ク捨
二
此身
一以助
二ク
ヘ
シ此身
一徒
ニ自
レリ
ハ捨
ン二野外
ニ一者同
ク可
レ捨
二仏道
ニ一
」41ウ
空
ク自
レリ
ハ沈
ン二苦海
ニ一須
クレ成
ル二迷倫
ノ船筏
ト一歎　
�����哉乍
レ孕
二
���無上
ノ
仏種
ヲ一為
二
��ヿ無始無終之凡夫
一苦‑哉乍
レ備
二ニ空之
満月
一為
二
��ヿ生死長夜之迷情
一或
ハ投
シ二身命
ヲ於雪山
ニ一
之半偈当
テレ眼
ニ而如
レ不
レ見致
二セ
シ給仕
ヲ於千歳
ニ一之一
乗把
テレ掌
ニ而似
レタ
リ不
レル
ニ知爰
ニ出離
ノ指南徒
ニ沈
ミ二生死
ノ海
ニ一
菩提
ノ明月空
ク隠
ル二妄染
ノ雲
ニ一無量億劫
ニ
モ難
レ値三宝
ノ
福田将
ニシ渇　
�����智水若不
レ潤者依
レ何殖
二
���善苗
ヲ一法灯
永
ク絶者以
レ何照
シ二迷闇
ヲ二依
二之興
二‑隆
ス仏法
ヲ一広
ク度
シ二人
天
ヲ一紹
二‑隆A
三宝
ヲ一勿
レ令
二断絶
一加‑之時遷
リ質
文改
テ百年
之齢
ヒ漸
ク闌��春往��秋来
テ冥途�
ノ郷��已
ニ近
シ送
ルレ人
ヲ之涙
タ
」42オ
未
レル
ニ乾
カ自�　受
テ二病患
一空
ク以
テ為
スレ死
セ
ン
ト初中後年有
ン二何
ノ所��‑
貯��
一屠所之羊
シ今
マ幾
カ歩
ミ二無常之道
ヲ一閻王之使
ヒ何
レ
ノ
時
カ臨
ン二朽宅之窓
ニ一昇
二ンヿ野山之
ノ煙
ト一在
レ今
ニ乎有
レ明乎
伴
二
�����ヿ芒��底��之苔
一
���待
ツレ晨 
����哉待
ツレ暮哉親　
�����
交
レフ
ル語
ヲ芝蘭之�　
友息止��者遠
ク送
ル正
ニ結
シレ契
ヲ断金之�　昵 
���魂
ヒ去
レ
ハ独
リ悲
ム
頗
フ
ル所
レ残者染筆
ノ跡
ト適所
レ呼者失
フレ主
ヲ名
ノ
ミ
也況
ヤ亦春
ノ
朝
タ翫
レ
�����花
ヲ之人夕
ニ
ハ散
リ二北芒之風
ニ一秋
ノ暮伴
レ
�����月
ニ之輩
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暁
ハ陰
二レ
ヌ東岱之雲
ニ一昔
シ見
シ人已
ニ無
ク今聞
ク類
ヒ忽去
ヌ如
二
灯滅後再
ヒ不
ル
カ
一レ
見魂
ヒ去
ル人亦無
シ二重
テ来ヿ一放逸
ニA
預
リ二炎
王之誠
ニ一無慚
ニA
蒙
ル二冥官之責
ヲ一自業自得
ノ之道理
」42ウ
誠
ニ以
テ難
レ遁而已過去
ニ未
二発心
一故
ニ今
マ既
ニ為
二タ
リ常没
之凡夫
一今生若
シ空
ク過
ナ者�　未来永永出離何
ノ時
ソ
豈
ニ安然
トA
而徒
ニ送
ン二日月
ヲ一哉寧
ロ緩慢
ニA
而不
ニレ求
二最要
一
乎是
ヲ以占
テ二草庵於�　山林寂漠之霞
ニ一蹔ク為
二セ
ン今生
遊宴之栖
ト一或
ハ捧
テ二一鉢於�　聚落憒閙之烟
ニ一必
ス結
二ハ
ン
一仏土之縁
ヲ一但
シ雖
レ全
二ス
ト一行
ヲ一嬾A
急
ニ終
フレ功
ヲ急
ニ已 
�����何
ノ
所
ソレ作
ス只偏
ニ世*務
ノ計���ヿ也世*務
ハ是
レ何
ノ要
ソ為
二夢中
ノ名利
ノ一
名利亦大
ナ
ル毒
也悩
ス二二世
ノ身心
ヲ一適雖
レ忍
二身口
ノ悪
一未
レ見
二意業
ノ過
一自�　雖
レ慎
ト二人目
ヲ一未
タレ怖
レ二冥
ノ知見
ヲ一希
ニ雖
レ浄
二ム
ト
心水
ヲ一妄風忽
ニ動
シレ浪手
ニ雖
レ廻
二ス
ト念殊
ヲ一数
ト與
レ口相乱
ス
」43オ
是
レ或為
二ナ
ル利養名聞
ノ一故或為
二ナ
ル勝他無慚
ノ一故
也其
ノ行
既
ニ無
シレ実三宝
ノ知見其
レ如‑何
�
�
�
�乎可
レ耻可耻若無
レ誠之時者�　感應隨
テ無
シ若有
レ誠之時者�　利益何
ソ
空
シ倩
ラ思
ニ二出離
ノ要道
ヲ一只在
リ二一念
ノ発心
ニ一仰
キ願
ハ無辺
ノ
三宝一切
ノ*神祇覚母文殊一万眷属哀
二愍A
弟
子
カ愚意
ヲ一令
レ玉
ヘ発
二真実
ノ道心
一三界得
テ二自在
一能
ク作
二サ
ン有
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務j
→勢
神祇覚母文殊一万眷属哀愍j
→神
祇哀愍
情
ノ利
ヲ一耳
三宝威力
*自他和合
*互為助縁
善願成就
*順次決定
値遇大聖
二利行願
速至不退
*南無文殊
春日権現
今生必得
発菩提心
」43ウ
生生世世
親近奉仕
三返
行基菩薩臨終遺言
不
ン二淨土
一者何
ソ有
ン二称
フレ思
ニ*之處
一非
二ン
ハ聖衆
ニ一者*豈
ニ有
二ン
ヤ隨
レ心*之人
一欲
レハ
ヽ報
二白鵶之恩
一*可
レ施
二烏鵶之食
ヲ一施
二ス
ハ城
中*最下
ノ乞人
ニ一勝
レタ
リ供
二養
ル
ニ難勝
ノ如来
ヲ一見
テ二美華
ヲ一不
ハレ念
二
本尊
ヲ一*不修
ノ之甚
也聞
テ二*冷風
ヲ一不
レル
ハ観
二*無常
ヲ一観行*之闕
タ
ル
也
青青
タ
ル翠竹悉
ク是真如
也鬱鬱
タ
ル黃*花無
シレ非
二般若
ニ一蚊
虻*付
テ二*鴻翼
ニ一昇
リ二万丈之空
ニ一蘿葛寄
テ二高木
ニ一*掛
二
���百丈
之枝
ニ一随
レヘ
ハ世
ニ似
リレ有
レル
ニ望
ミ背
レケ
ハ俗
ニ如
シ二狂人
ノ一*穴��憂
ノ世間
ヤ隠
二サ
ン
一身
ヲ何
ノ処
ニ一骸
ネ
ヲ*曝
シ二閻浮
ノ之蓬下
ニ一神
ハ訴
フ二琰魔之庁
ノ
」44オ
前
ニ一口
ノ虎害
シレ身舌
ノ剣断
レ命令
二 Aハ口
ヲA
如
一レ鼻
ノ*死A
後無
レ咎
守
レ口摂
レ意身
ニ莫
レ犯如
レ是行者*得
レ度
レ世
ヲ*
十四
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発真実　�道心j
→発　�真実道心　�
有情利耳j
→有情利益　
　�����
一
　　耳
『解脱上人御道心祈誠状』には、「私
頌曰」とある。
自他j
→自陀　互為j
→牙為
順次j
→順決
南無文殊春日権現→j
南無法相権
護慈悲萬行菩薩
出典未詳。『浄土真宗付法伝』『浄土
宗全書』第十七巻所収3
0
1 B
5
~
14
に
類似文あり。
之→I
なし
豈→I
誰
最下→I
なし
なし→I
是
冷風→I
令考令字冷歟風
無常→I
自身
之→I
亦
花→I
華
付→I
附
鴻→I
𩾵
掛→I
排
穴憂→I
冗憂
曝→I
留
十四
性空上人御語
閑亭
ノ隠士
ハ
貧
ニA
而亦賤
シ
富貴
ヲ不
レ冀���
以
レ足
ヌヲ為
レ楽
四壁雖
レトモ疎
也ト
八風難
シレ侵���
一瓢雖
レ空
三昧自�　濃   
����也
人不
レレハ知
レ吾
無
レ讃無
レ毀
吾
レ不
レレハ知
レ人
無
クレ悦無
シレ恨
曲
レ
���肱 
���為
レ Aモ枕
楽
ミ在
リ二其中
ニ一
何
ニ因
テカ更
ニ求
二メン
浮雲
ノ栄耀
ヲ一
人間
ノ栄耀
ハ
厭
テ而無
シレ甘ヿ
天上
ノ快楽
ハ
捨
テ而不
レ欣
ハ
運
テ二思
ヲ水月
ニ一
悟
リ二万事空
一也ト
繋
テ二心
ヲ泡沫
ニ一
達
二一生少
一
����
無常
ノ利剣
ハ
時時
ニ刺��レ肝 
���
名利
ノ毒
ノ箭
ハ
日日
ニ通
レ
���身
」44ウ
日月如
シレ走
カ
何 
���為��何為
老病無
シレ遁ヿ
何為何為
努努無
レ羅
二
���ヿ
名利
ノ之網
ニ一
返返無
レレ著
二スルヿ
幻夢
ノ之世
ニ一
須シ
ク下施
テ二万事
ヲ一
運
ヒ二三密
ノ行
ヲ一
一心
ニ持‑念A
修
中ス念仏
ノ定
上ヲ
瑜伽
ノ床
ノ上
ニハ
三身
ノ月明
也
称名
ノ窓
ノ内
ニハ
信根
ノ水澄
メリ
一期
ヲ終
ン夕
ヘ
弥陀引接
シ
九品
ニ生
セン間
タ
聖衆
ト共遊
ハン
聖徳太子馬脳記
本朝
ノ代終
百王尽
テレ威
両王諍
ヒレ位
二臣論
レ世
兵乱不
レ窮
ラ
正政不
レ収
ラ
王命不
レ用
悪政為
レ宗
十六 十五
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なし→I
死後無咎
得
レ度
レ世→I
得
二度世
一
なし→I
矣
性空上人御語＝出典未詳
聖徳太子馬脳記＝出典未詳
十六 十五
自
二公家
一預
リ二御請
ニ一仍
テ献A二此
状
一ヲ其身不被恭仕
云
云
竭
テ二神祇威
一
無
二祭礼法
一
王法
ハ為
レ臣
破
レ之不
レ用
ラ
レ
正法
ハ為
ニレ禅
ノ
毀
テレ
�　
之不
レ崇
メ
仏法滅
ル
カ故
ニ
王法即竭
」45オ
上者為
レ下
謀
レ
����之加
レ怨
ヲ
臣者為
ニレ民
乖之不
レ随
王法忙   
�����故
ニ
為
レ失両法
ヲ一
異国
ノ君王
ハ
欣祈
ン二変生
ヲ一
生
テ二日域
ノ夷
一ス
ニ
為
レ侵
二
�����王法
ヲ一
軽
二賤
シ勅許
ヲ一
謀 
���犯
ス二王位
ヲ一
堪
二落A
王膳
ヲ一
成
二武男
ノ物
ト一
為
ニレ失
二ン
カ正法
ヲ一
帰
ス二達磨
ノ教
ニ一
出
テ二正法
ノ家
ヲ一
好
テ興
二魔法
ヲ一
没A二正法
ノ物
ヲ一
加　
��〳
〵与
フ二禅家
ニ一
倒A二弓箭
ノ賞
ヲ一
成
二禅行
ノ類
ト一
尽A二弓箭
ノ器
ヲ一
奪
二ハ
ル蒙古国
ニ一
碼脳箱蓋文
今年
辛歳巳次
河内国石川郡磯長里有一勝地
尤足称美故占基所已了吾入滅以後及于
」45ウ
四百三十余歳記文出現哉爾時国王大臣
発起寺塔願求仏法耳
起注文云吾為
二利生
一出
二彼衡��山
ヲ一入
二此
ノ日域
一降
伏守屋邪見
一終
ニ顕
二仏法之威徳
ヲ一処処造
二立四
十六箇之伽藍
ヲ一化
二度一千三百余之僧尼
ヲ一制
一
記法華勝鬘維摩等大乗義疏
ヲ一断悪修善之
道漸以満足
文
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定居七年季春日蘇�　我��稲��目��大臣請
二‑取之
一
彫
レ字河内
ノ国太子
ノ宝蔵
ニ納
二‑置之
一
云
云
十五無益
大事意見　上下人短　隔心推参　貧者見物
愚者教化　下戸数盃　遠道財宝　酒酔物語
」46オ
不習医道　夜行多言　無心所望　出仕雑談
衆会大食　老耄出仕　法師腕立
布袋和尚十無益
不覚不知独住無益　不和不合共住無益
不知邪路広化無益　不識正道多聞無益
放逸邪見智者無益　懈怠不信行人無益
悪口喧嘩法門無益　用心朦昧坐禅無益
内外虚仮聖人無益　行学徒絶僧形無益
空也上人常言
心
ニ無
二レ
ハ所縁
一随
テ二日
ノ暮
一ル
ヽ
ニ而留
マ
リ身
ニ無
二レ
ハ所住
一随
二夜
ノ明
一ル
ニ而
」46ウ
行
ク忍辱
ノ衣厚
ケ
レ
ハ杖木瓦石
ヲ
モ不
レ痛
マ慈悲
ノ室
ロ深
レ
ハ罵詈
誹謗
ヲ
モ不
レ聞若
シ人不
二ン
ハ瞋
テ打
一依
レテ
カ何行
ン二忍辱
ヲ一瞋
リ‑打
ツ
ハ是
レ
我
カ善知識
也彼
レ瞋
リ我
レ忍
カ故
ニ自身恒
ニ事
レフ
ル
ニ自
ニ終‑日
ス不
レ随
レ心他人
ハ恒
ニ自
フレ他
ニ云何
ソ称
二
����我心
ニ一文
智覚禅師八箇条起請文
一非
ハ二真
ノ善知識
ニ一更
ニ莫
レ求
二朋友
一
十八十九二十 十七
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十五無益＝出典未詳
布袋和尚十無益＝出典未詳
空也上人常言＝出典未詳
智覚禅師八箇条起請文＝出典未詳
十八十九二十 十七
二非
ハレ演
二ル
ニ深妙
ノ法
ヲ一都
テ莫
レ親
二近人
一
三非
ハ二般若
ノ悲母
ニ一莫
レ説
二無益語
一
四非
ハレ念
二実相
ノ理
一莫
レ思
二‑惟善悪
ヲ一
五莫
レレ使
二ルヿ心
ヲA
怨敵
一ナ
ラ達多善知識
也
」47オ
六莫
レレ使
二ルヿ心
ヲA
思
一レ好
ヲ恩愛不
レ能
レ断
七莫
レ憎
二
���ヿ他人
ノ悪
一非
レ
����他
ヲ自身
ノ迷
也
八莫
レ愛
二他人
ノ好
ヲ一痴愛
ノ故
ニ生
スレ悩
無
ヲ二是説
一為
レ智
無
ヲ二思惟
一為
レ観
自心恒
ニ自仕
ハ
ル
終–日
ニ不
レ随
レ心　他人恒
ニ他
ニ仕
ハ
ル
云何
ソ称
二ハ
ン我心
ニ一
千観内供八箇条起請
一*非
二ヨ
リ病患
ニ一之外
カ不
レ可
レ闕
二例時
ノ勤
ヲ一
二念誦読経之中間
ニ*不
レ可
レ交
フ二世俗
ノ言論
ヲ一
三*縦
ヒ雖
レト
モ得
ト二其理
ヲ一*於
二無益
ノ事
ニ一不
レ可
二諍論
ス一
四*常
ニ守
テ二身口
ヲ一不
レ可
レ説
二他人
ノ好悪長短
ヲ一
」47ウ
五於
二*同行
ノ人
ニ一一事已上*不
レ可
レ隔
二内外
ヲ一
六*於
二修学
ノ二事
ニ一縦雖
レ非
二其
ノ器
ニ一*致
二ヘ
シ其
ノ志
ヲ一
七*自
リ二往生*浄土
一之外
ハ可
レ*絶
二世間
ノ希望
ヲ一
八*心
ニ懸
ケ二如来
ノ禁戒
ヲ一常
ニ*愧
二ヘ
シ我
カ三業之*罪
ヲ一
覚鑁上人詞
廿一廿二
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千観内供八箇条起請＝西教文庫蔵
『菩提鈔』→補注
非二ヨリ病患ニ一之外→
B自非病患之　不
レ可レ交フ二世俗之言論→
B自要須事不
可永世間言語　縦
ヒ雖
レト
モ→
B於テ無
益言語誰ヒ
於
二無益
ノ事
ニ一不
レ可
二諍
論
ス一→
B不可浄論　常
ニ守
テ二身口
ヲ一→
B不論親疎　同行
ノ人
ニ一一事→
B親
交因行一勿相隔本　不
レ可
レ隔
二内外
ヲ一
廿一
諸仏
ハ悟
テ二三等
ヲ一
住
シ二万徳
ノ真城
ニ一
衆生
ハ迷
テ二一如
ニ一
*跰
二
����四相
ノ幻野
ニ一
三有
ハ皆
ナ是苦
也
九界
ハ悉
ク非
レ*楽
ニ
聖猶
ヲ随
フ二無常
ニ一
凡何
ソ遁
ン二必滅
一
一生既
ニ如
シレ夢
ノ
百年那 
���異
レナラン電
ニ
風葉
ノ身難
クレ持
チ
霜露
ノ命易
シレ消
毒
ノ箭已
ニ入
リレ体
ニ
法薬未
タレ*薫
レ心
無常*風
ノ一
タヒ扇
ケハ
」48オ
有待
ノ身四
モニ散
ル
不
三ンハ救
テ去
ケ二頭燃
ヲ一
*何
ソ能
ク免
ニ二泥梨
ヲ一
謬
テ一
タヒ沈
二ナハ黄泉
ニ一
恐
クハ永
ク別
二レン白法
ニ一
古賢猶
ヲ能
ク怖
ル
今愚何
ソ不
レ慎　�
為
ニ三速
ニ離
二生死
一
必
ス先厭
二ヘシ名利
ヲ一
名官
ヲハ譬
二詐
レル怨
ニ一
栄楽
ヲハ類
ス二甘
キ毒
ニ一
愚迷
ハ酔
テ愛*取
シ
賢*者
ハ覚
テ厭捨
ス
生死本
ヨリ無常
也
尊卑何
ソ有
ンレ定
昔
ノ楽
ハ今*已
ニ無
今
ノ栄後
ニ寧
ロ有
ンヤ
三界六道
ノ報
ハ
生生
ニ感
ルヿ万万
也
天主人王
ノ位
ハ
世世
ニ経
ルヿ幾
ク千
ソヤ
名官有
二何
ノ珍ヿ一
望
二ヘシ十号
ノ尊位
ヲ一
財利亦
タ甚
タ旧
タリ
求
二メヨ万徳
ノ法楽
ヲ一
誰
カ耽
テ二一旦
ノ楽
ニ一
無
ンレ顧
二ミルヿ
多世
ノ苦
ヲ一
何
ソ為
ニ二永劫
ノ栄
ノ一
不
レンヤ忍
二暫時
ノ衰
ヲ一
況
ヤ世間
ノ名利
ハ
」48ウ
非
レ楽
ニ亦非
レ実
ニ
愚人
ハ妄
リニ計
スレ楽
ト
迷者
ハ虚
ク執
スレ有
ト
如
三愚獣小虫
ノ
愛
二ルカ厠下
ノ臭穢
ヲ一
似
三タリ狂児渇鹿
ノ
逐
二
���野中
ノ一陽*焔
ニ一
於
二テスラ天*竜恭敬　�ニ一
猶以
テ不
レ為
レ喜
況
ヤ君臣
ノ帰依
ヲヤ
何苟
シクモ可
レ生
レ著
ヲ
設
ヒ自�　帝
タリトモ何
ノ益
アラン
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→
B乃至一切衆生如是一
於
二修学
ノ
二
事
ニ一縦
雖→
B縦　致
二ヘ
シ其
ノ志
ヲ一→
B慇懃現身必遂修学之本意　自
リ二→
B奥法利生　浄土→
B極楽　絶
二世
間
ノ希望
ヲ一→
B停心餘怖望　心
ニ懸
ケ二→
B繁　
愧
二ヘ
シ→
B慙愧　罪→
B咎
一
覚鑁上人詞＝『勸發頌』（大正蔵
79）
5
3
a
19
~
b
16
跰→l
□　楽→l
常
薫→l
重　風→l
嵐
何→l
石何
取→l
死
者→l
智
已→l
既
焔→l
炎　竜→l
龍
君臣→l
人君
廿二
況
ヤ*仕
レヘテ彼　�慢挙
センヤ
天仙
ハ弾指A
*恥��
*賢聖
ハ割
レ
���心 
���悲
ム
恥
シキカナ諸仏菩薩
観A二我等
ヲ一悲啼
哀
ナルカナ一‑切衆生
ハ
著Aレ世　�ニ無
二慚愧
一
受
ケ二難
レ受人器
ヲ一
値
二難
レ値法輪　�ニ一
今若不
二ンハ精勤
セ一
後
ニ必可
二憂悔
一
豈如
下ンヤm
テ二万事
ヲ一
発
中‑趣
ンニ於一覚
上ニ
修
スレハ必入
二悉地
ニ一
入
レハ定
テ証
二菩提
ヲ一
仏昔在
二マA
因位
ニ一
精進A
既
ニ得
レ玉
フ果
ヲ
我今居
二凡地
一
」49オ
勤修
セハ盍サラン ソ二成仏
セ一
唯願
ハ迷途
ノ流
ヒ
一
モツムヿ求
ニ二覚道
ノ源
ヲ一
精
二修
シ三密行
ヲ一
早
ク帰
二ルヘシ五智
ノ都
ニ一
白楽天飲酒禁詞
酒
ハ是
レ百薬
ノ之最頂
雖
レ有
二十徳之嘉名
一
万失之起
リ又在
リレ斯
レ
ニ
先賢之禁A
尤
モ可
レ信
凡
ソ奔走費
レ
�����心
ヲ不
レ叶
更
ニ不
レ願
二後悔之難
一
都
テ無
レ弁
フ二内外之損
ヲ一
況瓱弱秘計招
クレ辱
ヲ
心操‑放‑逸
ニA
忘
レ二隠便
ヲ一
行儀左道
ニA
現
ス二尾篭
ヲ一
不Aレ病如
クレ病悩
シ二心神
ヲ一
不Aレ死如
クレ死失
二本心
一
一酔
ノ之間
ニm
チ二万事
ヲ一
大飲
ノ之極及
フ二狂乱
ニ一
」49ウ
為
ニレ催
二サ
ン一旦遊宴
ノ興
ヲ一
徒
ニ塞
テ二多日
ヲ一酔臥A
晦 
���
鑚仰良
ニ嬾  
����A
好
ミ二休息
ヲ一
婬貪常
ニ起
テ致
ス二乱突
一
���
悪鬼得
テレ便
リ
ヲ遇
フ二中夭
ニ一
善衆厭離A
無
シ二冥加
一
廿三
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仕
彼
→l
彼
仕
　
恥
→l
辱
　
賢
聖
→l
聖賢
白楽天飲酒禁詞＝出典未詳
廿三
哀
ナ
ル哉一期楽
ミ益少
ク
悲哉三途
ノ苦
ミ指
レヿ
ヲ掌
ヲ
北野天神法訓
万代
ニ貽
二
�����其
ノ名
ヲ一
不
シレ如
二シ
カ学問
ヲ行
一ン
ニ
ハ
故
ニ先
ツ就
テ二俗典
ニ一
早
ク習
二五常
ノ旨
ヲ一
而A
後
ニ聞
テ二仏教
ヲ一
当シ
ニレ知
ル二諸法
ノ利
ヲ一
玉
ハ依
テレ琢増
シレ光
人
ハ依
レ学
ル
ニ生
スレ智
紅
ハ随
テレ染添
ヘレ色
文
ハ随
レ習悟
ルレ義
上古
ノ才
ア
ル人
ハ者
以
テレ貧不
スレ為
レ愁
ト
前代
ノ名匠
ハ者
惜
テレ暇
ヲ不
レ好
レ遊
只以
レ文為Aレ友
」50オ
不
レ交
ラ二遊戯
ノ倫
一
���
遊
ハ是妨
ク二諸道
ヲ一
片時
モ不
レ可
レ交
ル
学問
ハ二世
ノ畜
ヘ
一日
モ不
レ可
レm
ツ
一言之教訓
ハ
尚
シ重
シ二千両
ノ金
一ヨ
リ
モ
一日
ノ之憐愍
ハ
遥
ニ高
シ二八万
ノ峰
一ヨ
リ
モ
財
ハ是
レ惜
テ不
レレ惜
終
ニ為
ル二他人
ノ物
ト一
智
ハ是
レ貴
テ
モ応
シレ貴
ム
後
ニ作
ル自性
ノ仏
ト一
誇
テレ富
ニ不
レレ恣　�
レ意
ヲ
愁
テレ貧
ヲ莫
レレ軽
フレ身
ヲ
善人
モ語
二ヘ
ハ悪人
ニ一
其
ノ性自�　邪見
也
悪人
モ伴
二ヘ
ハ善人
ニ一
其
ノ心漸
ク穏便
也
欲
ハレ得
二ン
ト来生
ノ善
ヲ一
勿
レレ好
二ムヿ今生
ノ悪
ヲ一
欲
レハ
ヽ離
二ン
ト後世
ノ苦
ヲ一
勿
レ著
二ルヿ現世
ノ楽
ニ一
大集経十来偈
端正者忍辱中来　高性者礼拝中来
」50ウ
下賎者憍慢中来　貧窮者慳貪中来
瘖瘂者誹謗中来　盲聾者不信中来
廿五 廿四
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北野天神法訓＝出典未詳
『論注略鈔』下（浄土宗全書第一巻）
575頁下段→補注
廿五 廿四
短命者殺生中来　長命者慈悲中来
六根具足者持戒中来
六根不具者破戒中来
学文十種用心
祈誓　稽古　利根　遠国　居処　善友
手跡　極心　慢心　道心
学文十種障難
病気　少入　故郷　雑談　睡眠　見物
」51オ
交衆　諸遊　多虱　疲労
修行六時作法
寅卯
修　行　観　法　
辰巳
転　読　文　書　
午未
徒　衆　同　学　
申酉
文　義　暗　誦　
戌亥
問　師　要　決　
子丑
休　息　全　
身　
右子
ニ臥寅
ニ起
テ余不
レ眠止
二メ
テ無益
ノ言及
ヒ往還
ヲ一若
ハ
修
シ若
ハ学A
捨
二懈怠
一寸陰寸時
モ莫
二徒然
一制
二禁A
意
ノ
馬
ヲ一常
ニ加
ヨレ鞭
ヲ
道心者可好事
可
レ問事
ニ
ハ者
聖教
ノ深意
知識
ノ寒温
病者
ノ軽重
」51ウ
遠行之人
可
レ憐事
ハ者
病人
ノ嬰児
無道心
ノ人
廾七廾八廾九 廾六
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学文十種用心＝出典未詳
学文十種障難＝出典未詳
修行六時作法＝『興福寺奏状』（大日
本佛教全書第六十一巻）
436頁上段に
類似文有り。→補注
道心者可好事＝出典未詳
「可
レ問」に合点の書き入れ。
廿七廿八廿九 廿六
一切
ノ含識
可
レ念事者
諸法実相
諸仏
ノ功徳
浄土
ノ荘厳
未来定果
可
レ願事者
道心成仏
利益衆生
可持事者
如来
ノ禁戒
経論
ノ要文
日日之勤
可唱事者
如来
ノ名号
法宝
ノ名字
可
レ知事者
犯罪
ノ軽重
善悪
ノ因果
聖教
ノ正意
国土
ノ風俗
身病
ノ軽重
飲食
ノ節量
同行
ノ用心
観法
ノ浅深
証理
ノ高下
臨終
ノ定日
世間
ノ無常
忘心若起
ラ
ハ
知
テ而勿
レレ随
フヿ
妄若
シ息
ム時
ハ
心源空寂
也
孔子論
」52オ
昔孔子遊
キ二東荊山
ノ之下
一
����道
ニ有
リ二三人小児
一墔
レイテ土
ヲ
成
レ城
ヲ有
テ二一
ノ小児
一黙然
トA
不
レ戯孔第一子
ノ曰
ク汝応
シレ避
二サ
ル車
道
ヲ一吾欲
レ過作
レ城小児
ノ曰吾聞
ク聖人
ハ上知
二天命
ヲ一
下識
二
���人情
ヲ一従
レ古
ヘ至
レマ
テ今
ニ車当シ
ニレ避
ルレ城
ヲ城何避
レ車
ヲ哉
孔第二子
止
レ車
ヲ下
レ
���
地
ニ問
テ曰
ク二
ノ小
児
ハ共
ニ戯
ル汝
ハ何
ソ不
ルレ戯
レ
 
小児曰
ク戯
ハ無益事也一
ハ者破衣二者身_苦
ム為
レ道擲
レ
�����
石
ヲ不
レ如��舂
レン
ニ
ハ稲
ヲ争与
レ他勝
ヨ
リ不如掃
レン
ハ庭
ヲ戯
ノ余
リ
ハ
則有
レ恨恨余則有
レ怒　
���ヿ怒
リ
ノ余
リ則有
レ敗　
����ヿ敗
ノ余�
ハ則有
レ刑
ス
ルヿ刑余則有
レ滅　 
����ヿ上��煩
シ二官司
ヲ一中　�患
二
�����父母
ヲ一下　�恥
二シ
ム兄
弟
ヲ一始
ハ咲
ヒ終
ハ哭 
���隣里相_恨親昵��相離
ル依
テ二愚
ナ
ル戯
ニ一我
」52ウ
三十
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「可
レ憐」に合点の書き入れ。
「可
レ念」に合点の書き入れ。
「可
レ願」に合点の書き入れ。
「可持」に合点の書き入れ。
「可唱」に合点の書き入れ。
「可
レ知」に合点の書き入れ。
孔子論＝『孔子論』→補注
三十
徒
ニ費
フ二衣服
ヲ一大
ナ
ル愁之依
レ戯
ニ故
ニ我
レ不
レ戯孔第三子曰汝
チ
戯幾　
����姓名何
ソ小児曰吾稚無
レ姓無
レ字孔第四子曰
ク
何
ナ
ル山
カ無
キレ石何井
カ無
レ泥何
ル牛無
レ犢何馬
カ無
レ駒何
ル
男無
レ妻何女無
レ夫何人
カ無
レ姓何人
カ無
レ字何人
カ
三
ヒ食
ク
ス
ル何人
カ一
ヒ食
ル何
レ
ノ鳥
カ鳴
テ後飛何
ノ鳥
カ飛
テ後
ニ鳴
ク何
ノ
樹
カ無
レ枝何
ノ城
ニ
カ無
レ吏 
���何
ノ日
ニ
カ有
レ余何
ノ日
カ不
レ足何者
カ
飲
テレ水
ヲ不
レ尿何虫不
レ飲
レ水
ヲ為
レ尿何華
ニ
カ無
レ菓何
ノ菓
ニ
カ
無
レ花何
ノ水夏寒何水冬温
ナ
ル何魚住
ムレ底何魚遊
レ表 
���小児曰
ク土
ノ山
ニ
ハ無
レ石石
ノ井
ニ
ハ無
レ泥土牛
ニ
ハ無
レ犢竹
ノ
馬
ニ
ハ無
レ駒仙人
ハ無
レ妻玉女
ハ無
レ夫枯樹
ハ無
レ枝空
キ城
ニ
ハ
」53オ
無
レ吏天子
ハ無
レ姓小児
ハ無
レ字夏日
ハ有
レ余冬日不
レ足冬
ノ魚住
ミレ底夏
ノ魚
ハ遊
レ表 
���夏
ノ水
ハ底寒
シ冬
ノ水
ハ表寒
シ
雛
ハ飛
テ後
ニ鳴
キ雉鳴
テ後
ニ飛
フ聖人
ハ一食
シ俗人
ハ三食
ス鷹
ハ
一食
シ狗三食
ス蝉
ハ水不
レ飲尿
シ鶏
ハ水飲
テ不
レ尿女�_メ麻  
���
無
レ華有
レ実男�麻 
���有
レ華無
レ実孔第五子曰汝
カ年甚
タ幼　 
�����
何
ソ所
レ識��多小児曰
ク吾
レ聞
ク魚
ハ生
レ
テ三日
ア
テ遊
二江海
ノ之
中
ニ一兎
ハ生A
三日A
戯
ル二空野
ノ之聞
ニ一駒生A
三日A
越
二母之背
ヲ一
竜
ハ生A
七日
ア
テ興
二雲雨
一因
レ茲論
レ之云_何有
二大小
ノ差
別
一哉孔第六子曰吾
レ与
レ汝遊
二ハ
ン四海
ノ之中
ニ一哉小児曰
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寒風甚
タ患
ヘ官命甚
タ恐
ル家
ノ内
ニ有
二二親
一朝夕
ニ仕
ヘ_養
フ
」53ウ
上
ハ事
二ツ
リ二親
ニ一中
ハ交
二
����兄弟
ニ一下
ハ哀
ム二姉妹
ヲ一拾
ヒレ薪
ヲ汲
レ水
ヲ一
ヒ
直　 
�����無
レ暇 
���寸陰寔　
����競
テ流水不
レ止
マ
ラ吾
カ歳稍��積
ツ
テ親
ノ命
弥　
��〳
〵衰
フ樹
ハ欲
レレトモ静
カナラント随
レ風
ニ枝_動
ク海
ハ欲
レトモ平
カナラント随
レ波
ニ水_騒 
���仕
レ親
ニ須曳
モ不
ス二相
ヒ離
レ一何棄
二
���二親
ヲ一遊
二四海之中
一哉孔第七
子曰
ク我車
ノ輪
ノ上
ニ有
二双六之盤
一好
ン二博奕
一哉小児
曰
ク我
レ聞
ク君子好
二
����博奕
ヲ一国
ノ政ヿ闕‑怠
ス学士好
ハ二博奕
ヲ一
経書廃忘
ス衆人好
ハ二博奕
一公私共
ニ_怠　
����滅
レ
����家
ヲ敗
レ
���国
ヲ
之本 
���無
シレ勝
二タ
ル於此
ニ一何好
二マ
ン博奕
一孔第八子曰
ク屋��上松生��
戸
ノ前
ニ葦��生
ヒ床
ノ上
ニ蒲��生
ヒ狗吠��
二己
カ主
ヲ一婦��使
二
���其
ノ姑
一
�����汝
チ
其知
ル
ヤ哉小児曰
ク屋
ノ上
ニ松
ノ生
タ
ル
ハ是棟 
��也戸前
ニ葦生
ル
ハ是
レ
」54オ
簾　
���也床上
ニ蒲生
ハ是薦 
��也狗
ノ吠
二ル
ハ己
カ主
ヲ一是
レ失
ル二客
ノ来
ル時
ヲ一也
婦使
二フ
ハ其姑
ヲ一者是
レ其
ノ初
メ
テ来
ル時也孔第九子曰
ク我欲
フレ平
二ケ
ン
ト
天下
ヲ一汝情 
���如何小児曰
ク天下
ヲ
ハ不
レ可
レ平有
リ高山
一
有
リ二深海
一有
二君子
一有
二小児
一豈得
レ平ヿ
ヲ哉孔第十子曰崩
二
���
顛 
���高山
ヲ一埋‑二
���隠���
深海
ヲ一除
二
���却　
����君子
ヲ一免���‑二放　
����小児
ヲ一天下
蕩蕩
��〳
�〵　A豈
ニ不
レ得
レ平ヿ
ヲ哉小児曰崩
二レ
顛
サ
ハ高山
ヲ一獣無
二カ
ラ
ン住
所
一埋
ミ‑二隠
サ
ハ深海
ヲ一魚無
二遊
フ所
一除‑二却
ハ君子
ヲ一無
レ別
二ツヿ尊卑
ヲ一
免‑二放
ハ小児
ヲ一君子無
レナ
クA
徳物皆失
二ナ
ヒ其所
ヲ一国家無
ク二其
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道
一上下乱
レ次人民不
ニレ知
レ礼孔 
第十一子曰母与
レ妻誰
カ
親�　
ク何疎
キ小児
ノ曰
ク母
ハ親
ク妻疎
シ孔 
第十二子曰出
ル_時則共_
���
」54ウ
遊入‑ル時則共
ニ居 
　��鴛鴦成
シレ馮
ヲ蘭菊契_深
シ如
二鳥
ノ二
翼
一如
二車
ノ二輪
ノ一日夕無
レ妻一日愁共
ニ発
ス何妻軽
ン
哉小児
ノ曰
ク母
ハ如
クレ樹妻
ハ如
レ車
ノ樹無A二一根
一千 
���枝共
ニ
枯不
レ能
三開
レ華結
二
���ヿ
一菓
一且無
レ母諸子飢寒
ス東西
ニ
別散
テ左右
ニ悲_愁出時則無
ク二衣服
一入時
ハ則
チ無
二飲
食
一昼 
���無
二依所
一夜
ハ無
二宿所
一車
ノ無
二レ
ハ一輪
一更
ニ得
二テ
ン新
キ輪
ヲ一
一夕
ニ無
レレ
ハ妻更
ニ婚
二
����新妻
ヲ一諸星落落
タ
レ
ト
モ不
レ如
二一月之
光
一ニ
ハ諸人和和
タレトモ不
レ如
二父母之恵
一
�����千牖光
モ不
レ如
二片
之明
一ニ
ハ万蛍
ノ光
モ不
レ如
二一灯之朗
一ナ
ル
ニ
ハ一日之中
ニ雖
レ得
二
千妻
ヲ一万歳之内
ニ不
レ可
レ得
二一母
ヲ一生長之恩
ハ如
ク二高
」55オ
天
一撫育之徳
ハ同
シ二厚地
ニ一何
ソ以
テレ妻比
レヘ
ン母
ニ甚痛�　哉爰
ニ
孔子流Aレ涙
ヲ不
レ言　
����小児
ノ曰
ク何以鴈能
ク鳴鴨��能浮
ヒ
松夏冬常
ニ青
キ孔子
ノ曰鴈能
ク鳴
ハ頸 
���長　　
�����也鴨能浮
ハ足 
���
方　　
�����也松夏冬常青
キ
ハ其
ノ中堅 
　���也��小児
ノ曰
ク蝦能
ク鳴
ク豈
ニ
依
ル二頸
ノ長
一歟魚
ノ能
ク浮豈由
二足
ノ方
一歟竹夏冬常
ニ青
キ
豈中堅歟爰
ニ知
ン
ヌ性自然
ナ
ルヿ
ヲ也孔子
ノ曰
ク天
ノ高幾量
リ
ノ
耶地
ノ厚ヿ又幾量
リ
ノ天
ニ有
レ棟��乎地
ニ有
レ柱哉小児
ノ曰
ク
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天
ノ高万万九千里地
ノ厚
キ亦等
レ
���彼
レ
ニ清
ル
ハ上
テ為
レ天
ト濁
ル
ハ
下
テ為
レ地天
ニ無
レ棟地
ニ無
レ柱幽幽玄玄
トA
之難
シレ知
リ二其
際
一
����孔子
ノ曰
ク善哉善哉後生可
シレ畏
ル其
ノ斯
ノ謂歟 子孔
」55ウ
巻論一
宴子伝
釈迦如来入
二テ
ヨ
リ泥洹
ニ一以後凡A
迄
二一千七百八十
三余廻
ノ星霜
ニ一嵯峨天皇御宇延歴十四年 亥丁
沽洗上旬之比
ロ自
二リ斉
ノ国
一来
ル使
ヒ其
ノ名
ヲ云
フ二宴子
ト一長��
三尺
ニ不
レ足頭 
���大
キ
ニ眶����_荒��
齃����繊���嘯　
����労　 
�����髪���黄��A
似
リ二𧲸���毛
ニ一
耳
ヨ
リ下
ニ不
スレ降 
���赤
キ躰　
����A
豹���皮 
���纏
ヒレ腰 
���足
ニ履��
二鑯ノ沓
一
���手
ニ帯
シ二利‑
剣
ヲ一持��
二弓箭
ヲ一頸 
���懸
ケ二碼碯之
筪
一
���中
ニ入
テ二羶���油
一
����以
テ為
二食‑
物
ト一身体水
ニ不
レ霑声
ヘ
ハ如
シ三百千
ノ蝉
ノ啼
二ク
カ同‑時
ニ一耳
ハ如
二茸　
����
余���生��重
ナ
ル
カ眼
ハ似
リ二猫 
���目
ニ一恒
ニ_躬��器��合　
����恨�����貌也行��_時　�轟��
」56オ
轟驫驫
��〳
�〵A
骰　
����強
ク身色黒
クA
羴�����甚
タ奇�怪　 
�����者
ノ也衝　
����不
レハト
テ可
レ入
ル門‑外
ニ突��_出
ス于
レ時宴子嚅����叫　
����云
ク此
ノ国
ノ王
ハ者不
覚
ニA
汗
二
���王‑位
ヲ一無‑智
ニA
送
ル二日月
ヲ一
云
云其
ノ時
ニ召
シ_返
シ問
フ二由_来
ヲ一
汝
カ国
ニ有
レリ
ヤ臣否
ヤ宴子答
テ云
ク吾
カ国
ニ在
リ二七十二人之
臣
一我
レ其
ノ中
ノ多能
ノ之弁‑人也亦_王
ノ云
ク然而汝
カ色
何
ソ黒
ク少
キ哉
ヤ答
ヘ
テ云
ク針���少
ケ
レ
ト
モ仏神三宝
並貴賤男女
ノ
卅一
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宴子伝→補注
五十六丁オ三行目欄外上部に「嵯峨　�
御宇　�延歴　�年号ナシ」の書き入れ。
「沽洗」の右側に「三月律名也」の書
き入れ。
卅一
衣�　裳
ヲ縫��_調
フ漆
ハ黒
ケ
レ
ト
モ天下万人之財也筆
ハ少
レ
ト
モ内典
外典
ノ深奥
ノ法門
ヲ書_注
ス金
ハ少
ケ
レ
ト
モ其
ノ両不
スレ軽
カ
ラ万宝
ノ最
頂也釿 
���少
ケ
レ
ト
モ能
ク百尺丈
ノ木
ヲ斬��片��弓_箭
ハ少
ケ
レ
ト
モ虎�熊��豺��‑
狼莫
シレ不
レ恐
レ笙笛
ハ其
ノ音少
ケ
レ
ト
モ其
ノ音大��_多 
���也朕
ハ黒
ク少
レ
ト
モ才能
」56ウ
已
ニ高貴也亦
タ鷺
ハ白
ケ
レ
ト
モ更
ニ無
二所用
一竹
ハ長
レ
ト
モ其
ノ間�　虚�����井
深
レ
ハ魚無
シ二遊
フ事
一宴子
カ身体雖
モレ少胸中
ノ智恵広博
也于
レ時王忽然
トA
重
テ問
フ善哉君明‑明多‑多
ノ人也
知
二ル
ヤ天‑岡��地‑義陰‑陽
ノ始終
一哉否
ヤ何
ナ
ル
カ父母何
ナ
ル
カ夫婦
何
ナ
ル
カ左右何
ナ
ル
カ表裏何
ナ
ル
カ君子何
ナ
ル
カ少人亦天‑地之相_
去
ルヿ広遠也此_等　�知
ル
ヤ哉否
ヤ宴子答
テ云
ク九九八十
一天‑岡地義八九七十二陰陽始‑終天
ハ父地
ハ
母日
ハ夫月
ハ婦東
ハ左西
ハ右南
ハ表北
ハ裏富貴
ハ君子
貧賤
ハ少人天
ノ高
サ
ハ七万八千四十里地
ノ厚
ハ五万
九千八百七十里巍　
����秀　　
������
為
シ二泰山
ト一瀁　　
������
湛　　
������
為
フ二滄海
ト一
」57オ
朕
カ才
ハ如
ク二泰山
一似
リ二滄海
一忝
モ王何
ソ才智劣　
　���給
フ哉相_
構相構可
キ二崇
メレ賢敬
ヒレ智給
一者
ノ也就
レ中麒麟
ハ者三
千年
ニ一_度出
テレ世鳳凰
ハ者千歳
ニ一_度飛
レ国非
二ン
ハ賢
人之世
ニ一不
スレ来非
二ン
ハ竹桐之枝
一不
レ居
セ是皆賢王之
知
リレ代待
ツレ時才智
ノ族 
���亦如
レ斯所_謂大分
ハ得
二天‑命
一
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少福
ハ覚‑悟也愚人
ハ耽
リレ色
ニ賢人
ハ貴
ムレ性後代
ノ之稚
子可信之宴子誠恐謹言
宴子伝記
勧発修行記云悲哉嘆末法
ノ比丘形似
テ二沙門
一
心
ニ無
二慚悔
一身
ニ着
二レ
ト
モ法衣
ヲ一思
ハ染
ム二俗塵
ニ一書
ハ趨
二
���名利
ニ一夜
ハ
」57ウ
酔
フ二愛着
ニ一口
ニ
ハ誦
二ト
モ経典
ヲ一意
ニ
ハ念
フ二貪欲
ヲ一外
ニ表
シ二持戒
一内
ニ為
二
密
ヲ犯
ヲ一‑常
ニ営
テ二世路
ヲ一永
ク忘
ル二出離
ヲ一偏執忘想既
ニm
ツ二正
智
ヲ一詞
ハ賢
二クA
万事
ニ一愚
ナ
ルヿ似
二タ
リ猩猩
一意
ニ無
二レ
ハ定心
一騒　　
�����ヿ
如
シ二猿猴
ノ一
身
ニ
ハ慕
二
�����
万代
一寿
ハ均
二
���羖羊
ニ一念
ハ期
二ト
モ千秋
ヲ一体
ハ論
ス二蜉蝣
ヲ一耽
二
���
槿華
ノ栄
ニ一招
ク二永劫
ノ苦
ヲ一誇
二
����乾闥
カ楽
ニ一儲
ク二猛利
ノ業
ヲ一営
二幻
夢世
ヲ一犛牛愛
レ尾
ヲ養
テ一霜露身
ヲ一渇 
���鹿
ノ逐��
レ影泡沫
ノ愚
ナ
ル
身伴
二
����無常
ノ浪
ニ一風灯
ノ脆 
���命散
ス二遷滅
ノ嵐
ニ一雷光
ノ世間
ニ
為��
二浮雲
ノ貯
ヲ一水月
ノ生涯���趨
二
���動波
ノ世
ニ一恒
ニ耽
テ二飲酒
ニ一無
レ恥
二ルヿ冥顕
ヲ一鎮
ニ愛A二色欲
ヲ一不
レ顧
二リ
ミ身亡
一ヲ虚
ク受
テ二信施
ヲ一招
ク二熱
鉄丸
ヲ一強
ニ嗜
二
�����美味
ヲ一湛
二
���熱銅湯
ヲ一悪
ハ滋
二海波
一ヨ
リ善
ハ乏
シ二兎
」58オ
尾
一ヨ
リ
モ獄卒構
ヘレ鉄阿防瑩
レ
���剣鉄‑刺�稍��茂　
���也火聚弥
ヨ興
ス
痛�　哉�　想　
������
_ 送何
ソ免
二ン此
ノ苦
ヲ一悲_哉諸仏幾
カ思
ヒ侘
ヒ給
ラ
ン
遁世十故　　解脱作
人身難得故　仏教難遇故　衣食少欲故
卅三 卅二
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五十七丁ウ七～八行目欄外上部に
「宴子伝記
ノ四字前行謹言
ノ下
ニ置
クヘ
シ」の書き入れ。
「宴子伝記」に朱で傍点。
「宴子伝記」の下に「末法
ノ比丘
ハ著
A
名利
ニ一失
フ二出離解脱
ノ路
ヲ一事」の書き入
れ。「末法」に朱で合点。
勧
発
修
行
記
＝『弘
法
大
師
勧
発
修
行
記』（祖風宣揚会編『弘法大師全集』
第十五輯）
295頁→補注
「密
ヲ」の「ヲ」を朱で消し、「密犯」
の間に朱で「‑」の書き入れ。
「乾闥」の左に「弘一下十一紙」の書
き入れ。
遁世十故＝出典未詳
卅二
卅三
名利永離故　世間自在故　王難不来故
仏天加護故　二世安楽故　三途解脱故
往生浄土故
真如観　　　同作
夫身
ハ如
二朽宅
ノ危
カ一命
ノ柱 
���僅
ニ支　  
�����心
ハ似
二タ
リ*旅客
ノ宿
一レ
ル
ニ与
レ
���息
ト
欲
スレ去
ナ
ン
ト紅粉翠黛
ハ唯綵��
二白皮
ヲ一男女
ノ婬楽
ハ互
ニ抱
ク二臭
」58ウ
骸
ヲ一況於
二釈子
一乎*若帰
二ナ
ハ三途
ノ之旧里
ニ一殆
ト*過
二ナ
ン千仏
之出世
一ヲ
モ宝山
ニ空
レ手
ヲ之誡聞而未
レ驚*但三界唯
一心心外無別法虚妄薫習A
非
レト
モ有
ニ似
レタ
リ有
ニ境界
本
ヨ
リ*非
ス二善悪
一唯我心
ノ所
二分別
一也身語*不
二自�　発起
一
偏
ニ一‑心所
二造作
一也一心
モ*又是衆縁
ノ所
也レ*成縁
モ亦
縁
ヨ
リ生
ス展転不可得
也刹那刹那前滅後生
ス三世
ニ
遷流A
因果*共
ニ空
シ過去
ハ已滅
ノ故
ニ空
也飛鳥之*跡難
シ
レ趁未来
ハ未生
ノ故
ニ無
也空花之菓 
���誰
カ期
セ
ン現在
ノ一念
電光
ノ
如A
不
レ留
ラ生
モ既
ニ不
ス二実
ノ生
ニ一不生
ナ
レ
ハ則不滅
也衆相寂
滅
トA
体是
レ真如
也光中
ニ無
レ有ヿレ*闇真‑如豈容
レヘ
ケ
ン
ヤ妄
ナ
ル如
クレ此
」59オ
観察
ス
ル
ヲ名
二無生滅
ト一
類雑集巻第九
」59ウ
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『弥勒講式』（大蔵経
84）8
8
8
a
9
~
12
,
18
~
2
8
旅→k
攘　白→k
面　若→k
哉若
過→k
遇　但→k

非→k
不　不自→k
自不
又→k
亦　成→k
感
共→k
与　跡→k
路
闇→k
円
卅四
１ウ
～４オ
における、『蒙求』の出典は、つぎのとおりである。
『蒙求』上（新釈漢文大系
58）・『蒙求』下（新釈漢文大系
59）の頁数を示しておく。
匡衡鑒壁『蒙求』上、159頁。
孫敬閉戸『蒙求』上、160頁。
孫康映雪『蒙求』上、460頁。
車胤
聚蛍『蒙求』上、460～461頁。
王充閲市『蒙求』下、558頁。
董生下帷『蒙求』下、559頁。
文宝緝
柳『蒙求』下、591頁。
温舒截蒲『蒙求』下、592頁。
虞卿担簦『蒙求』下、 766頁。
蘓章負笈『蒙
求』下、 777頁。
常林帯経『蒙求』下、863～ 864頁。
高鳳漂麦『蒙求』下 、864～865頁。
董遇
三余『蒙求』下、1012頁。
譙周独笑『蒙求』下、1013頁。
12オ七歩詩については、土橋文夫「曹植の七歩詩について」（「中京大学論叢　教養篇」第一号、一九六一年二月）に
詳しい。土橋氏は、『世説新語』の記述「東阿王」に着目し、正史の年代と異なること、文帝在位期間に曹植
は東阿王でも陳王でもないことなどを指摘する。また、『世説新語』の七歩詩は五言六句であるのに対し、李
善注や『古文真宝』では五言四句であると報告する。
『世説新語』（新釈漢文大系76）文学第四307～308頁
文帝嘗令
二東阿王七歩中作
一レ詩、不
レ成者行
二大法
一。應
レ聲便爲
レ詩曰、　煮
レ豆持作
レ羹、　漉
レ豉以爲
レ汁。
萁在
二釜下
一燃、　豆在
二釜中
一泣。　本自
二同根
一生、　相煎何太急。　帝深有
二慙色
一。
『古文真宝』（新釈漢文大系９）39頁「七歩詩」
煮
レ豆燃
二豆萁
豆在
二釜中
一泣
補注
廿七
二
五
六
九
七
十
八
十一
十二
十三
十四
十五
二
十五
三
四
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本是同根生
相煎何太急
また、『徒然草』（新編日本古典文学全集44）第六十九段136～137頁では、性空のこととして次のように記す。
書写の上人は、法華読誦の功つもりて、六根浄にかなへる人なりけり。旅の仮屋に立ち入られけるに、
豆の殻を焚きて豆を煮ける音の、つぶつぶと鳴るを聞き給ひければ、「うとからぬおのれらしも、恨め
しく我をば煮て、辛き目を見するものかな」と言ひけり。焚かるる豆殻の、はらはらと鳴る音は、「我
が心よりすることかは。焼かるるはいかばかり堪へがたけれども、力なき事なり。かくな恨み給ひそ」
とぞ聞えける。
12ウ泉基博編著『校本十訓抄』（右文書院、一九九六年三月）では、五本の伝本（宮内庁書陵部蔵本、吉川幸一博士
蔵本〈片仮名本〉、彰考館蔵本、静嘉堂文庫蔵本〈番号二一二六〇〉、名古屋大学蔵本〈玉松家文庫〉）を載せるが、「カ
キクモリ」とする伝本はない。
13オこの部分、『十訓抄』（新編日本古典文学全集
51）294頁には以下のようにある。
そもそも、この歌、古今集に「読人知らず」とて入りて、嵯峨帝より後人よみたらば、この儀にかな
はず。もし帝、はじめて作り出で給へるを、かの集に入れたるにや。また、前代より人のよみおける
古歌か。不審なり。
14オ 第三十四話「真宗皇帝勧学」から第四十三話「符読書城南」まで、割注部分は『古文真宝』に見えず。
三十三十卅四
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17オ「自真宗至朱文已上古文真宝也」は、複数話の出典情報をまとめて示す特異な例である。
32ウ
南岳大師無常詞　
西教寺文庫蔵『菩提鈔』内「南岳大師御詞云」との比較類は『類雑集』、西・南は西教寺文庫「南岳大師
御詞云」を指す。（由井）
類　三三オ
一
 行
 め
栄花無終
西・南
栄花有終　
類　三三オ
三
 行
 め
会者必別
西・南
会者遂別
類　三三オ
五
 行
 め
受何様苦
西・南
受何極楽苦
類　三三オ
一一行め
苦楽在心
西・南
苦楽有心
類　三三オ
一一行め
迷悟不二
西・南
迷悟無二
47ウ西教寺文庫蔵『菩提鈔』翻刻
※（　）の数字は私に附したものである。（由井）
一　　千観内供八ヶ条起請
（一）一　自非病患之不可
二闕例時勤
一
（二）一　念誦読経之中間自要湏事不可永世間言語
（三）一　不論親疎
一不可説
二他人好悪長短
（四）一　於
テ無益言語誰
ヒ得其理
ヲ一不可浄論
（五）一　於親交因行
一勿相隔本已上乃至一切衆生如是
一
（六）一　奥法利生往生極楽之外可停心餘怖望
廿一 四十
三
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『類雑集』　　　   『菩提鈔』 
一
一
二
二
四
三
三
四
五
五
八
六
六
七
七
八
『類雑集』『菩提鈔』配列表
（七）一　繁如来之禁戒常
ニ慙愧我三業咎
一
（八）一　縦非其器慇懃現身必遂修学之本意
「千観内供八ヶ条起請」は『類雑集』『菩提鈔』とで、配列が異なる。また、同じ項目でも、文言が同じも
のはほとんどなく、項目によっては、かなり異なる表現を用いているものも見られる。したがって、『類雑
集』と『菩提鈔』が近い関係にあるとは考えにくい。今後、さらに「千観内供八ヶ条起請」の資料の発見
が俟たれる。（由井）
50ウ『類雑集』での記述と『論注略鈔』下（『浄土宗全書』第一巻、浄土宗典刊行会、昭和三年九月、五七五頁下段）
 の記述では、その順番が異なっている。参考として、『論注略鈔』の該当箇所を以下に記す。なお、対応箇
所の異同部分には傍線を付し、『類雑集』に合わせ通行字で表記した。
端正者
ハ忍辱
ノ中
ヨリ来
ル貧窮
ハ者慳貪
ノ中
ヨリ来
ル高姓
ハ者礼拝
ノ中
ヨリ来
ル下賤
ハ者憍慢
ノ中
ヨリ来
ル癡瘂ハ者誹謗
ノ
中
ヨリ来
ル盲聾
ハ者不信
ノ中
ヨリ来
ル長寿
ハ者慈悲
ノ中
ヨリ来
ル短命
ハ者殺生
ノ中
ヨリ来
ル諸根不具
ハ破戒
ノ中
ヨリ来
ル六根
具足
ハ持戒
ノ中
ヨリ来
ル
51ウ『興福寺奏状』（『大日本佛教全書』第六十一巻、講談社、昭和四十七年一月、四三六頁上段）には、次のように
記されている。なお、『類雑集』に合わせ通行字で表記した。
辰巳。
学問午。
勤行未。
学問申。
世外事　等典酉
念勲誦行戌亥。
学問子丑。
睡休眠息
寅卯。
学問
52オ
廿八 廿五三十
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『類雑集』巻九に収録されている「孔子論」と類似した内容のものは、『今昔物語集』など、さまざまな
文献に見ることができるが、本田義憲氏は「敦煌資料と今昔物語集との異同に関する一考察
Ⅱ」（『奈良女
子大学文学部研究年報』一九六五年）のなかで、『今昔物語集』巻十「臣下孔子道行値童子問申語第九」の原
拠として、中国の文献である『敦煌変文集』巻三に収録されている「孔子項託相問書」を挙げている。
そして、『類雑集』巻九に収録されている「孔子論」についても、牧野和夫氏が『中世の説話と学問』
（和泉書院、一九九一年十一月）のなかで、「孔子項託相問書」本文と比較し、「同根の資料である」と指摘
している。
また、「孔子論」には「日本における受容馴化の久しきを経て行われた自ずからなる改変」が存在してい
るが、「伝本の希なこと、鎌倉期に遡る古写の善本のないこと等、比較検討するに乏しい条件が」あるため、
その「変化を順序立てゝ
解き明か」すことは「不可能である」と述べている。
参考として、「孔子項託相問書」（『敦煌変文集』上集、人民文学出版社、一九五七年八月、二三一～二三三頁）の
類似箇所を以下に記す。なお、『類雑集』に合わせ通行字で表記した。
昔者夫子東遊、行至荊山之下、路逢三箇小児、二小児作戯、一小児不作戯。夫子怪而問曰
‥「何不戯乎
？」
小児答曰
‥「大戯相煞、小戯相傷、戯而無功、衣破裏空、相隨擲石、不［如］帰春。上至父母、下及兄
弟、只欲不報、恐受無礼。善思此事、是以不戯、何謂怪乎
？」
項託有相、隨擁土作城、在内而座。夫子語小児曰
‥「何不避車
？」小児答曰
‥「昔聞聖人有言
‥上知天文、
下知地里（理）、中知人情、従昔至今、只聞車避城、豈聞城避車
？」夫子当時無言而対、遂乃車避城下道。
遣人往問
‥「此是誰家小児
？何姓何名
？」小児答曰
‥「姓項名託。」
夫子曰
‥「汝年雖少、知事甚大。」小児答曰
‥「吾聞魚生三日、游於江海
；兎生三日、盤地三畝、馬生三
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日、
趂（趁）及其母
；人生三月、知識父母。天生自然、何言大小！」
夫子問小児曰
‥「汝知何山無石
？
何水無魚
？
何門無関
？
何車無輪
？
何牛無犢
？
何馬無駒
？
何刀無環
？
何火
無煙
？何人無婦
？
何女無夫
？
何日不足
？
何日有余
？
何雄無雌
？
何樹無枝
？
何城無使
？
何人無字
？」小児答
曰
‥「土山無石。井水無魚。空門無関。輿車無輪。泥牛無犢。木馬無駒。斫刀無環。蛍火無煙。仙人無
婦。玉女無夫。冬日不足。夏日有余。孤雄無雌。枯樹無枝。空城無使。小児無字。」
夫子曰
‥「善哉！善哉！吾与汝共遊天下、可得已否
？」小児答曰
‥「吾不遊也。吾有厳父、当須侍之
；吾
有慈母、当須養之
；吾有長兄、当須順之
；吾有小弟、当須教之。所以不得隨君去也。」
夫子曰
‥「吾車中有双陸局、共汝博戯如何
？」小児答曰
‥「吾不博戯也。天子好博、風雨無期
；諸侯好博、
国事不治
；吏人好博、文案稽遅
；農人好博、耕種失時
；学生好博、忘読書詩
；小児好博、笞撻及之。此是
無益之事、何用学之！」
夫子曰
‥「吾与汝平却天下、可得已否
？」小児答曰
‥「天下不可平也。或有高山、或有江海、或有公卿、
或有奴婢、是以不可平也。」
夫子曰
‥「吾以汝平却山高、塞却江海、除却公卿、棄却奴婢、天下蕩蕩、豈不平乎
？」小児答曰
‥「平却
高山、獣無所依
；塞却江海、魚無所帰
；除却公卿、人作是非
；棄却奴婢、君子使誰
？」
夫子曰
‥「［善哉
！
善哉］！
汝知屋上生松、戸前生葦、床上生蒲、犬吠其主、婦座使姑、鶏化為雉、狗化
為狐、是何也
？」小児答曰
‥「屋上生松者是其椓（椽）、戸前生葦者是其箔、床上生蒲者是其席。犬吠其
主、為傍有客
；婦座使姑、初来花下也
；鶏化為雉、在山沢也
；狗化為狐、在丘陵也。」
夫子語小児曰‥「汝知夫婦是親、父母是親？」小児曰‥「父母是［親］。」夫子曰
‥「夫婦是親。生同床枕、死
同棺槨、恩愛極重、豈不親乎
？」小児答曰
‥「是何言与
！
是何言与
！
人之有母、如樹有根
；人之有婦、如
『類雑集』翻刻〔九〕
— 71 —
車有輪。車破更造、必得其新
；婦死更娶、必得賢家。一樹死、百枝枯
；一母死、衆子孤。将婦比母、豈
不逆乎
？」
小児却問夫子曰
‥「鵝鴨何以能浮
？
鴻鶴何以能鳴
？
松柏何以冬夏常青
？」夫子対曰
‥「鵝鴨能浮者縁脚足
方、鴻鶴能鳴者縁咽項長、松柏冬夏常青［者］縁心中強。」小児答曰
‥「不然也
！
蝦蟆能鳴、豈猶咽項長
？
亀鼈能浮、豈猶脚足方
？
胡竹冬夏常青、豈猶心中強
？」夫子問小児曰
‥「汝知天高幾許
？
地厚幾丈
？
天有
幾梁
？
地有幾柱
？
風従何来
？
雨従何起
？
霜出何辺
？
露出何処
？」小児答曰
‥「天地相却万万九千九百九十
九里、其地厚薄、以天等同。風出蒼吾（梧）、雨出高処、霜出於天、露出百草。天亦無梁、地亦無柱、以
四方雲而乃相扶、故与為柱、有何怪乎
？」
夫子嘆曰
‥「善哉
！
善哉
！
方知後生実可畏也。」
56
ウ「宴子伝」について、牧野和夫氏は『中世の説話と学問』（和泉書院、一九九一年十一月）のなかで、「孔子
項託相問書」と同じく『敦煌変文集』に収録されている「晏子賦」の類似を指摘し、「宴子伝の伝来の
次第は、中国よりの舶載文献に基づくものであること、その時期は近世以前であることは確実であろう」と
述べてる。しかし、「宴子伝と晏子賦の類似の度の馴は、「孔子論と孔子項託相問書との類似
の度合いに比べて、かなり緩いものである」ため、「それを本邦受容以降合い化や変容の甚だしさに帰せし
めてよいものかどうか」、「まことに疑問である」とも述べている。
参考として、「宴子賦」（『敦煌変文集』上集、人民文学出版社、一九五七年八月、二四四～二四五頁）の類似箇
所を以下に記す。なお、『類雑集』に合わせ通行字で表記した。
昔者斎晏子使於梁国為使、梁王問左右曰‥「其人形容何似？」左右対曰‥「使者晏子、極其醜陋、面目青黒。
卅一
— 72 —
『類雑集』翻刻〔九〕
— 73 —
且唇不付歯、髪不付耳、腰不付踝、既貌観占（瞻）、不成人也。」
梁王見晏子、遂喚従小門而入。
梁王問曰
‥「卿是何人、従吾狗門而入
？」晏子対王曰
‥「王若置造人家之門、即従人門而入
；君是狗家、即
従狗門而入。有何恥乎
？」
梁王曰
‥「斎国無人、遣卿来［也］！」晏子対曰
‥「斎国大臣七十二相、並是聡明志（智）恵、故使向智
量之国去
；臣最無志（智）、遣使無志（智）国来［也］。」
梁王曰
‥「不道卿無智、何以短小
？」晏子対王曰
‥「梧桐樹雖大裏空虚、井水雖深裏無魚、五尺大蛇怯蜘
蛛、三寸車轄制車輪。得長何益、得短何嫌
！」
梁王曰
‥「不道卿短小、何以黒色
？」晏子対王曰
‥「黒者天地之性也。黒羊之肉、豈可不食
？
黒牛駕車、豈
可無力
？
黒狗
趂兎、豈可不得
？
黒鶏長鳴、豈可無則
？
鴻鶴雖白、長在野田
；喪車雖白、恒載死人。漆雖
黒嚮其前、墨挺雖黒在王辺。採桑椹黒者先嘗。方知此言見大（白）何益
！」
［又］晏子対王曰
‥「剣雖三尺、能定四方
；麒麟雖小、聖君瑞応
；箭雖小、
煞猛虎
；小鎚能鳴大鼓。方知
此言見大何意（益）
！」
梁王問曰
‥「不道卿短小、卿先祖是誰
？」晏子対王曰
‥「体有於喪生於事、粳糧稲米出於糞土、健児論功、
儜児説苦、今臣共其王言、何労問其先祖
！」
王乃問晏子曰
‥「汝知天地之綱紀、陰陽之本姓（性）、何者為公
？
何者為母
？
何者為左
？
何者為右
？
何者
為夫
？
何者為婦
？
何者為表
？
何者為裏
？
風従何処出
？
雨従何処来
？
霜従何処下
？
露従何処出生
？
天地
相去幾千万里
？
何者是君子
？
何者是小人
？」晏子対王曰
‥「九九八十一、天地之綱紀
；八九七十二、陰
陽之本姓。天為公、地為母、日為夫、月為婦、南為表、北為裏、東為左、西為右、風出高山、雨出
江海、霜出青天、露出百草。天地相去万万九千九百九十九里。富貴是君子、貧者是小人。出語不窮、
是名君子也。」
57ウ以下に『弘法大師勧発修行記』（祖風宣揚会編『弘法大師全集』第十五輯、吉川弘文館、明治四十三年十一月、二
九五頁）の該当箇所を記す。なお、『類雑集』に合わせ通行字で表記し、異同箇所には傍線を引いた。
悲哉歎哉
末世
ノ　比丘　形
ハ似
二タ
レ
モ沙門
一ニ
心
ニ無
シ二懺悔
一
身
ニ着
二ス
レ
モ法衣
一ヲ
心
ハ染
二マ
ル俗塵
一ニ
書
ハ狂
テ二　名利
一ニ
夜
ハ睡
二ル　愛着
一ニ
口
ニ誦
二ス
レ
モ経典
一ヲ
意
ニ念
二ス貪欲
一ヲ
外
ニ
ハ表
シ二持戒
一ヲ
内
ニ
ハ為
ス二密
ヲ犯
一ヲ
常
ニ営
二ン
テ世路
一ヲ
永
ク忘
二レ
タ
リ出離
一ヲ
偏
ニ執
二 A
忘想
一ヲ
既
ニ擲
一ツ正
ニ智
一ヲ
詞
ハ賢
二ケ
レ
モ万事
一ニ
愚
ナ
ルヿ似
二タ
リ猩
猩
一ニ
意
ニ無
二ク定心
一
騒
キヿ似
二タ
リ　猿猴
一ニ
身
ハ憍
二リ　万代
一ニ
命
ハ　均
二シ羖羊
一ニ
念
ヒ
ハ期
二ス
レ
モ千秋
一ヲ
体
ハ論
二ス蜉蝣
一ヲ
耽
二ツ
テ槿
ノ栄華
一ニ
招
二ク永劫
ノ苦
一ヲ
誇
二ツ
テ乾闥
ノ楽
一ニ
儲
ク二猛利
ノ業
ヲ一
幻夢
ノ　世
ヲ　営
ン
テ　
犛牛
ノ愛
レル
カ
如尾
ヲ
霜露
ノ　身
ヲ　養
ウ
テ　
渇鹿
ノ逐
レニ
ニ
タ
リ影　泡沫
ノ愚身
ハ
伴
二ヒ無常
ノ浪
一ニ
風灯
ノ抱命
ハ
風前
ニ　必
ス　滅 ���　
電光
ノ世間
ニ
為
二シ浮雲
ノ貯
一ヲ
水月
ノ生涯
ニ
趨
二
���動波
ノ世
一ヲ
恒
ニ耽
二テ飲酒
一ニ
無
レシ恥
二ルヿ冥顕
一ニ
鎮
ニ愛
二 A
色欲
一ヲ
不
レ顧
二ミ身
ノ亡
一ヿ
ヲ
虚
ク受
二テ信施
一ヲ
招
二ク熱鉄
ノ剣
一ヲ
強
テ嗜
二ン
テ美食
ヲ一
湛
二
�����銅燃湯
一ヲ
悪
ハ滋
二ク海波
一ヨ
リ
モ
善
ハ乏
二シ兎角
一ヨ
リ
モ
獄卒
ハ構
ヘレ鉄
ヲ
阿防
ハ瑩
クレ剣
ヲ
鉄剡 
���稍蔑
ク　
火焦弥
ヨ盛
ン
ナ
リ
　　
畏哉想像
ル　
何
ソ免
二レ
ン此
ノ苦
一ヲ
乍
レ　ラ悟
リ　犯
スヿ　何 ���　
痛
イ　哉諸仏　幾
ハ
ク
カ思
ヒ侘��給
フ
〔謝辞〕『菩提鈔』「南岳大師御詞云」「千観内供八ヶ条起請」の翻刻を許可していただきました、西教寺文庫にこ
の場をお借りしてお礼申しあげます。
卅二
— 74 —
『類雑集』翻刻〔九〕
— 75 —
